
実 践 宗 教 学 寄 附 講 座 ニ ュ ー ス レ タ ー

Newsletter
 1

　 臨床宗教師育成事業は六年目に入った。この間に主として仏教系の諸大学機関へ育成事業が広がり、各地臨床宗
教師会、日本臨床宗教師会が発足し、資格認定制度も整いつつある。歩みは順調であるが、引き続き多くの現場に
人材を供給しなければならない一方で、研修修了者へのフォローアップ研修の継続的実施によって臨床宗教師の質の
向上や、資格申請のサポートをするための体制充実も急務となっている。
　 このような中で東北大学の役割とは、一つには、宗門大学には行ないにくい諸宗教諸宗派の宗教者を集めての研
修の実施であり、もう一つには、スーパーバイザーの育成であろう。この二つの課題に同時に応えることは困難であ
るが、今年度は、5月に始まる第11回臨床宗教師研修の他に、いくつか新しい試みを行う。第一に、履修証明プロ
グラム「臨床宗教教養講座」の実施。これは非宗教者にも門戸を開いたもので、心のケアに関わる宗教者の活動に
連携の幅を持たせる意味を持つ。来年度からの「臨床宗教実践講座」と合わせて臨床宗教師の数を増やすことにも
なる。第二に、「資格認定集中コース」の実施。これは研修修了者を対象
としたもので、日本スピリチュアルケア学会のスピリチュアルケア師資格
への申請要件を満たす。第三に、第12回臨床宗教師研修の熊本県におけ
る実施。これは熊本地震の被災者支援のために東日本大震災から得た教
訓を伝え、また、九州地方での臨床宗教師の活動拠点を形成することを
目指すものである。
　 被災地や医療福祉の現場で宗教者が貢献ができる足場を固めるため
に、引き続き諸方面のご理解・ご指導をお願い申し上げる。
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　 2012年4月にスタートした実践宗教学寄附講座は、
2017年度より体制を一新して六年目も継続します。この場
を借りましてスタッフ一同よりご挨拶申し上げます。

　これまで実践宗教学寄附講座は、2012年4月から2015年3
月までの第一期3年、2015年4月から2017年3月までの第二
期2年と、計5年間にわたって継続して活動してきました。
その間、三ヶ月で修了する「臨床宗教師研修」を毎年二回
実施し、一期生から十期生まで計152名の臨床宗教師を養成
して、寄附講座設置の最大目的である臨床宗教師の社会実
装を目指してきました。こうした寄附講座運営の経済的基
盤として、多くの教団や宗教施設、またそうした組織の連
合体や個人のみなさまから多くの資金的援助を頂いて参り
ましたこと、篤く御礼申し上げます。
　さて引き続き頂きましたご支援が更に実を結び、御陰さまを
もちまして、2017年4月1日からは、二年間にわたる第三期の
「実践宗教学寄附講座」の運営を、東北大学の大学院文学研究
科において継続的に行うことが実現いたしました。それに伴
い、実践宗教学寄附講座の運営組織が以下のように変更されま
したので、御礼の気持ちを込めつつお伝えいたします。

　主任教授　木村敏明（兼任：宗教学教授）
　教授　　　高橋　原
　准教授　　谷山洋三（兼任：宗教学准教授）
　助教　　　大村哲夫（兼任：宗教学助教）
　顧問　　　鈴木岩弓（兼任：教養教育院総長特命教授）
変化の骨子をまとめますと、以下のようになります。
 ①

 ②

 ③

 ④

 ⑤

　 東日本大震災の被災者支援の活動を契
機に、全国の大学に先駆けて始まった
実践宗教学寄附講座ですが、これから
二年間は上記のメンバーで運営し、そ
の後の基幹講座化を目指す予定です。
これまでの成果を更に充実させ、文字通
りの“社会実装”を実現すべくスタッフ一同さ
らなる研鑽を積んでいきたいと思っております。ご指導ご
鞭撻、そしてご支援のほど、今後ともよろしくお願い申し
上げます。

（鈴木岩弓）

　 鈴木岩弓先生のご退職にともない、実践宗教学寄附講座
の主任を務めさせていただきます木村敏明と申します。寄
附講座とは心の相談室で寄附講座設立の議論をしていたこ
ろから関わっておりましたが、これまでは正式なメンバー
ではなく関連講座である宗教学講座の主任として応援をさ
せていただいておりました。どうぞよろしくお願いいたし
ます。
　 私はここ数年、インドネシア、中国、トル
コ、ニュージーランドなどの大学の教員
たちと災害と宗教に関する共同研究を
行ってきました。そこで強く感じた
のは、これらのどの社会においても
宗教者による社会貢献活動に対する関
心が、宗教者の側でも社会の側でも高
まってきているということです。寄附講
座や臨床宗教師養成プログラムに関心を寄せる海外の研究
機関や宗教団体も少なくありません。もちろん「日本的チ
ャプレン」養成を目指す本講座の主眼は国内に臨床宗教師
の輪を広げていくことにありますが、海外の同志と共に学
びあうことも大切な時期にきているように思います。

　（木村敏明）

　 東北大学実践宗教学寄附講座のこの5年間を振り返ると、
開設当初には想像もできなかったことが次々と達成され
た、という驚きばかりです。まずは、寄附講座の延長で
す。この4月から第3期（6年目）になりますが、まさかこれ
ほど継続するとは思っていませんでした。次に、各大学等
への波及です。龍谷大学はじめ、今年度は愛知学院大学と
大正大学でも臨床宗教師の養成が始まります。生前の岡部
先生は臨床宗教師が給与をもらえるようになるには10年以
上かかるだろうと仰っていましたし、私もそうだと思って
いましたが、沼口医院、オレンジホームケアクリニック、
松阪市民病院、菊南病院、東北大学病院、そして福岡聖恵
病院ではフルタイムで2名雇用されました。なにより大きな
出来事は日本臨床宗教師会の発足と資格制度です。資格制
度は来春の施行を目指して準備していますが、資格制度が

実践宗教学寄附講座と臨床宗
教師研修の今後について

これまで実践宗教学寄附講座の主任教授（兼任）を務
めていた、宗教学教授の鈴木岩弓が3月末をもって文学
研究科を定年退職し、教養教育院の総長特命教授に就
任したことに伴い、宗教学教授の木村敏明が寄附講座
主任を兼任する。
実践宗教学寄附講座の准教授であった高橋原准教授は
教授に昇任する。
実践宗教学寄附講座の准教授であった谷山洋三は、鈴
木岩弓の抜けた後の宗教学准教授となり、実践宗教学
寄附講座の准教授を兼任する。
宗教学助教の大村哲夫は、実践宗教学寄附講座助教を
兼任する。
東北大学教養教育院所属となった鈴木岩弓は、実践宗
教学寄附講座顧問となって学内他部局から講座運営に
参加する。
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必要になったのも、このような臨床宗教師の拡がりによる
ものです。
　 資格制度は、当面は医療福祉現場での活
動をしやすくすると思います。しかし、
「臨床宗教師は緩和ケアのため、医療
福祉のためだけ」といった誤解が生じ
ないように留意しなければなりませ
ん。京都府福祉・援護課がカフェデモン
クを主催しているように、カフェデモンク
の拡大も臨床宗教師ならではの活動として注目すべきで
す。臨床宗教師の原型は、寺社教会におけるよろず相談だ
とすると、カフェデモンクはその現代版と言えるでしょ
う。そのようなよろず相談の場を、医療福祉やカフェだけ
でなく、自殺防止、遺族支援、母子支援、障害者福祉、教
育現場、企業など、様々な分野に拡大し、より多くの市民
をケアすることこそが、臨床宗教師の理想だと思います。
これからも一緒に歩んでいきましょう。でも、セルフケア
も大切です。お互いに無理のないように「適当に」がんば
りましょう。

（谷山洋三）

　 私はこれまで文学研究科「宗教学研究室」からの応援と
いう形で協力していましたが，今年から正式に実践宗教学
寄附講座を兼務することになりました。改
めてよろしくお願いします。
　私の専攻は臨床心理学的宗教学で、人
は自他の死をどのように受容するのか、
また人間の非合理的な行動に秘められた
「意味」などについて研究しています。
さらに最近は、中米グアテマラに暮らすマヤ
系先住民族の重層的な宗教文化にも関心を寄せています。結
局のところ私は、人はなぜ宗教を必要とするのか、人びとに
とって宗教とはいったい何なのかということに興味があるの
です。「無宗教」日本人の宗教的なふるまいや霊魂観などを
通して、人間とは何なのかを知りたいと考えています。
　 臨床宗教師的臨床経験では、「臨床宗教師」以前の爽秋
会岡部医院や緩和ケアクリニック仙台、ふくしま在宅緩和
ケアクリニックにおいて、「臨床心理士兼チャプレン」と
いう立場で緩和ケアに携わってきました。死にゆく人やそ
の家族との数々の出逢いは、私が彼らに何かをしてあげる
というより、私が彼らの人生から何を学ぶかが臨床の場に
おいて大切だということを教えてくれました。在宅緩和ケ
アでは、注目されがちな医療職だけではなく、見過ごされ
がちな介護職の果たす役割の大きさと、介護職へのサポー
トの不十分な現状も痛感しました。私は臨床宗教師の活動
いかんでは、医療と介護を有機的かつ対等につなぎ、より
患者と家族を支える体制づくりにも大いに貢献できると考
えています。
　また私は、臨床現場で往々にして生じるネガテイヴな感情
にも関心を持っています。患者も家族も、スタッフも、時に

は「八つ当たり」のような感情が爆発することもあります。
私はこうした感情が出ないように抑えるのではなく、「怒
り」が生じたことで問題解決への糸口をつかんだと考えるよ
うにしています。看取りの現場でおきるさまざまな心の機微
に焦点を当て、これを精査することを通して、よりよいケア
の実現につなげていきたいと考えています。
　 さて私は今までの臨床宗教師養成研修で、「臨床宗教師
の倫理１，２」や「セルフ・ケア」、「会話記録」などを
担当し、今年からはじまった「履修証明プログラム」では
「死生学Ⅰ　 死から生を学ぶ」などを担当しています。ま
た日本臨床宗教師会では倫理委員会に属しています。
　 今後とも全国の臨床宗教師の皆さんや関係者と学び合っ
ていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

（大村哲夫）

　 2012年に、お酒が美味しくて通勤電車の無い仙台に引っ
越してきました。それは被災地に家族で移
り住むという決断でもありましたが、や
がて被災地というのは仙台市内からも
っとずっと先にあるということがわか
り、そこで開かれているカフェデモン
クのために金田諦応さんが内陸から何
時間もかけて往復していることを知り、
また、日本全国から何日もかけて支援に通い
続ける宗教者の方々がいることを目の当たりにしました。
　 ５年前には誰も知らなかった「臨床宗教師」という言葉
が、今ようやく市民権を得てきたように思われます。これ
は、単に宗教的ケアへのニーズがあるとか、宗教も社会貢
献を考えなければならないといったことではなく、ひとり
ひとりの宗教者の方々の胸の内に、困っている人、苦しん
でいる人がいたら駆けつけずにはいられないという強い思
いがあってこそのことだと思います。
　 個人や一宗一派の利害損得を超えたそのような熱意を持
つ宗教者が数多く存在し、彼らの活動が、これからの日本
社会が直面するさまざまな問題解決への糸口となるのな
ら、それが活用されるように後押しすることは十分に有意
義であり、国立大学が取り組むに値するプロジェクトであ
り得ると考えています。
　 これはいわば、有効な資源がそこらじゅうに眠っている
のに活かさない手はないということでもあります。ただ
し、風力発電や太陽光発電がそうであるように、宗教者の
熱意も、良いことずくめのクリーンエネルギーであると開
き直ることはできず、デメリットと副作用を極力減らし
て、その有益性について多方面の理解が得られるように努
力を続けていかなければならないでしょう。
　 この五年間にシーンの先頭に出られた方々の担う役割は
大きいと思います。私たちも引き続き可能な限りお手伝い
をさせていただきたいと考えております。

（高橋原）
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　時に、患者さんの表情がいつもと
違うことに気づきます。
　そんなとき、お話しをお伺いする
と、「いよいよですかねえ？」と
か、「今朝、お迎えがきました。」
などという貴重な言葉に出会えま
す。
　何時頃からでしょうか、そのよう
な言葉をいただいた時に、とりみだ

さず、「有難い。」と思えるようになったのは・・・。
　 医師から患者さんへお話しする際に、良い知らせの時
には、時と場所を選ばず、「テキトー」にお伝えして
も、その内容はしっかりと伝わるし、その後も悪い影響
はありません。しかしながら、悪い知らせの場合、医師
が適切な伝え方を行わない場合、その後の患者さんの不
安がとても強くなることが知られています。
　 医療の世界で、患者さんやその家族にとって最も悪い
知らせのことを、「bad news」と呼び、その後の患者
さんの将来への見通しを180度悪い方向へ変えてしまう
ような知らせのことを指します。具体的には、予後の悪
いがんの告知、がんの再発の告知、積極的抗がん剤治療
の中止、などがこれにあたります。
　 このような悪い知らせを伝えることは、その後のつら
い期間を医療者と患者が同じ方向を向いて歩んでいける
かどうかの大切な出発点にあたります。
　 ここで格段の注意を払い、患者さんや家族にとても大
きな衝撃を与えるだろう情報を注意深くお伝えし、患者
の肚に落とし込む。
　 なおかつ、五感を研ぎ澄まし、患者や家族からの反応
をひろいあげ、その言動の行間を読み、その背景を慮り
ながら、これからもしっかりと支えながら歩んでいくと
いうメッセージをお伝えすることができれば、医師―患
者間の距離は縮まり、良好な関係性を構築できます。
　 ただ、想像できますでしょう？人は千差万別。病気も
よりどりみどり。
　 全ての場合に良好なコミュニケーションを実践するこ
とは、決して容易なことではありません。
　 天性のコミュニケーション能力を有する方々は、一定
の割合でおいでになります。

　 しかしながら、そのような能力は医師国家試験の科目
にはありません。よって、医師達は、究極の現場でのコ
ミュニケーション技術をどこかで鍛錬しなければなりま
せん。

模擬患者さんと学ぶ
　 日本サイコオンコロジー学会に所属する精神科医、心
療内科医、心理療法士達が、永年にわたり、膨大な量の
患者からのアンケート、医療者からの聞き取り調査をも
とに、bad newsを伝える際に最も注意すべきことを、
SHAREプロトコール*というものにまとめあげ、そのプ
ロトコールを学ぶために訓練された模擬患者さん達とと
もに試行錯誤を繰り返し、「がん医療に携わる医師向け
のコミュニケーション技術講習会（以後CST）」という
ものを創り上げました。

　 平成18年に制定されたがん対策基本法の中にはじめ
て、「がん患者本人の意向を十分に尊重する」という一
項が盛り込まれ、これを受けて、厚生労働省の委託機関
の協力により、日本全国でCSTが開催される運びとなり
ました。
　 模擬患者さんたちは、俳優ではありません。みな、他
に生業を持つ方々ですが、それぞれ、病気の経験があっ
たり、親族を看取ったり、という医療に関する原体験を
おもちです。模擬患者を演じるときには、それぞれの
（架空の）確立したキャラクターになりきって頂きま
す。そのキャラクターのもつ背景の一部が受講生のテキ
ストに記されており、これも講習会においては重要な事
項のひとつです（詳細な背景も設定されていますが、そ
の内容は、模擬患者とファシリテーターのみが知り得ま
す）。
　 がん医療に従事して3年以上経過した医師がCSTの受
講資格を得ます。4人一組でグループをつくり、外界と
完全に遮断された空間にて10時間にわたる講習会を行い
ます。
　 各グループには、二人のファシリテーター（指導者）
がつきます。彼らは、CST受講者より選抜されたオンコ
ロジスト（がんの臨床家）とサイコオンコロジスト（が
ん医療の知識もある精神医療従事者）で、40時間のファ
シリテーター養成講習を経ています。
　 SHAREプロトコールについて、DVDとスライドを用
いた講義を行った後は、受講者一人当たり2時間、計8時
間にわたる、模擬患者とのロールプレイをひたすら行い
ます。

提言

臨床宗教師に期待すること
―医療現場でのCSTを通して―
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*SHARE
Supportive environment サポーティヴな環境設定
How to deliver the bad news 悪い知らせの伝え方
Additional information 付加的情報
Reassurance and 
Emotional support 安心感と情緒的サポートの提供
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　ロールプレイ
　 ロールプレイの手順ですが、まず、医師役の方は、自
分の思い入れのない名前の医師役名を設定します。次
に、bad newsを伝える練習をしたいがんの種類を選び、
さらにその中から、「難治がんを伝える」「がんの再発
を伝える」「積極的がん治療を中止する」いずれかのシ
ナリオを選びます。

　 模擬患者さんは、短時間のうちに、シナリオ通りの患
者さんになりきり、1時間のロールプレイ時間中に一人の
医師役の受講生より、「bad　news」を伝えられます。
　 ロールプレイを開始する際には、毎回目標を設定しま
す。患者と目線をあわせる、などの基本的なコミュニケ
ーション技術に加え、SHAREプロトコールにある、「患
者の緊張を和らげる」、「病状認識を確認する」「付加
的情報にも言及する」「徐々に心の準備をして頂く」
「はっきりと伝える」「十分に沈黙をとり、情報を患者
の肚に落とし込む」「患者の心の底より発せられる言葉
を承認し、労わる。」「患者の必要とする情報を解りや
すく伝える。」「チームとして支えていくことを約束す
る。」といった過程を、細かく細かく細切れにして演じ
ていきます。議論する価値のある瞬間に、ファシリテー
ターがロールプレイをとめ、受講生同志のデイスカッシ
ョンに入るからです。
　 今の面接のここが良かった、ここをこうすればもっと
良くなった、等々、ファシリテーターは、皆の文言をホ
ワイトボードに記載しながら議論を盛り上げます。
　 丁々発止でありながら、常に前向きな議論の中で、患
者が情報を咀嚼するためには、医療者が十分に沈黙しな
ければいけない理由や、通常医療者が最も返答に窮する
ような質問（例えば「わたし、死ぬんでしょうか？」と
いうような）が、実は、患者、医療間の距離を縮めてく
れる最大のチャンスであることを学んでいきます。
　 10時間で受講者の脳みそは疲れ切り、へとへとに疲れ
切りますが、その価値はあると、ファシリテーター一
同、自負しています。このCSTが、患者と医療者双方に
有益であることを証明する無作為な臨床試験の結果が海
外の著名な雑誌に掲載されました。
　 医療経済の逼迫する中、厚生労働省からの委託事業は
その期限を迎え、CSTも、サイコオンコロジー学会や緩
和医療学会主催を経て、地域ごとのファシリテーターが
主催する個別開催にその主体が移行しつつあります。新

潟でも、毎年個別開催を行うようになり、既に8年を経過
します。
臨床宗教師への期待
　 新潟のファシリテーターの所属する施設では、どちら
も、臨床宗教師研修をして頂いています。医療者が鍛錬
を積み、患者のニーズに応えていけば、臨床宗教師の存
在価値はないのでは？という意見もあるのかもしれませ
んが、上記の事実は、それを大きく否定する証左となり
得ます。
　 臨床宗教師研修を行い実感することの第一は、患者
は、臨床宗教師に対し、生死についての不安を堰が切れ
たように語りだします。臨床宗教師の前で、患者やその
家族は、生死について自由に語る権利を得たかのようで
す。これは、多くの医療者の前ではお目にかかることの
できない状況です。
　 ビハーラを提唱し、日本ではじめて仏教の理念を基に
した終末期医療を実践するビハーラ病棟を創り上げた田
宮仁氏は、「宗教者は、医療者の下請けに成り下がるこ
となく、毅然とした宗教者であれ。」と述べています。
　 病院では、「対等な立場での」チーム医療が奨励され
て久しく、対等性は、チームとしての有効性にも寄与す
る重要事項ではありますが、厳然として医療の世界での
ヒエラルキーは存在しており、これからも存在し続ける
ことでしょう。
　 でも、そのような事実が存在し続けるからこそ、臨床
宗教師は、そのチームの中で、「一目」おかれ、尊敬さ
れる存在であって頂きたいのです。その存在が、チーム
の倫理性、品性を高め、チーム間の和を保ち、業種間の
コミュニケーションを円滑に保つ存在であれば、長い時
間を要することではありましょうが、臨床宗教師のニー
ズは高まっていくことは間違いありません。
　 いかに医師が究極のコミュニケーション技術をもとう
と、われわれが日々感じつつもその存在を明確に説明で
きない、「something great」なものとの仲介役は宗教者
でなくてはならず、安心できる背景と、品位とコミュニ
ケーション技術をもつ宗教者が病院内にいてくれること
は、患者や家族だけでなく、病院スタッフにとってもと
ても幸せなことです。
　 臨床宗教師の存在が世間に広く認知され、全ての施設
に「臨床宗教師」が常駐する日がくることを夢見ており
ます。　　　　　　　　　　　　  （いまい・ようすけ）

 http://www.share-cst.jp/
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悲しみの体験
　実家の父がキリスト教であった
影響で、私は、小さいころ日曜学
校、中学はミッションスクールで
学び、人生のおよそ三分の一がキ
リスト教の教えで育まれました。
そういう私が人生で初めて、子供
の時には経験したことのない虚無
感を抱いたのは、18歳の時です。

　 私は高校からすぐには大学に入れず、自宅浪人しまし
た。その頃、女の子が自宅浪人をするのはほとんどな
く、社会の奇異の目がありました。その時の悲哀は、居
場所を失うというようなものではなく、自分がこの世
で、この社会で、なんのレッテルも無い人間である、無
為な人間でいる、という存在の悲しみでした。この感情
は、その後、私が里親として親の愛情を求めながらもそ
れがかなわない子供達を預かった時に、子供達の気持の
中に似たような感情があるのを直感しました。
　 さらに大きな悲しみに出会ったのは、関東から関西へ
嫁入ってからです。結婚してまもなく火災にあい、天理
の家が全焼したため、私は両親が心をこめて用意してく
れた嫁入り道具をほとんど使わずに、すべて灰にしてし
まいました。寒い寒い日でした。すっからかんになった
その時の不安とやるせない悲しみ、生きるに必要な物、
思い出の詰まった物を喪失した悲しみでした。
　 そればかりでなく、最愛の家族の一人を亡くしまし
た。ある人にとっては息子、ある人にとっては弟であり
兄という家族。とても優秀な弟でした。私は、火事にあ
ったその一年、落胆が激しく一人大阪の教会に帰り、雨
戸をしめ切って今どきのひきこもりをしました。誰にも
会いたくなく、人の同情や噂が心に突き刺さり、身体の
底から生きる力が消え失せました。2７歳の時でした。
　 まだ私は天理教の教えも腹に治まっておらず、この大
節から芽を出して、これをきっかけに家族が心を一つに
して神様の思いに適った道を通ろうと思案している主人
の家族のような信仰の力は、ほとんどありませんでし
た。

悲しむ人に寄り添う
　 その後、十数年たってから私はそれなりにこの哀しみ
を人のためにと思う気持が静かな力で湧き出てくるのを
感じ、自殺防止のボランティアの研修を受けたことがあ
りました。しかし、私は、結局失敗しました。とても死
を宣言する人に正面から向き合えない、最後の所で逃げ
てしまう汚い、弱い自分を見出しただけでした。気持に
負けてしまうのです。
　 ある事件の被害者と話をした時もそうでした。それ
は、とても聞くに堪えない話でした。看護師であったそ
の方の奥さんは、夜勤の時に、その病院の院長に恨みを
持っていた犯人に間違って刺され、意識不明のまま、十
数年あまりも植物状態でいました。その方は、最初、被
害者家族でない一般人には会いたくないと言われ、宗教
家ならなおさら会うのは嫌だと言われましたが、中に入
ってくれる人の尽力でお会いする所までこぎ着けたので
す。その方は、一緒に行ってくれた男性宗教家に一方的
に、怒りとやりきれなさをぶつけていました。傍に居た
私は、何も言えず、最初から最後まで涙が流れ落ちて、
とうとう鼻をすするまでになり、自分の恥ずかしい姿に
嫌悪しながらも止める事が出来ませんでした。
　 その方は、連れ添いの男性に向かって一旦話し終える
と、私の方に向いて、「あんたは、今日わざわざ一緒に
来たのに、何にも言ってくれないのか」ととがめるよう
に言ってから「俺のためにそんなに泣いてくれたのはあ
んたが初めてや」と初めて優しい声になって、そこから
本音を話してくれました。
　 別れる時、自分は、今迄、被害者家族の会の人以外は
信じられないと誰とも会いたくなかったけれども、今日
初めて一般の人と心から話せて、自分から抜け出られた
と言っていました。
　 私は、何もした覚えはありません。ただただ、自分の
感情のままに涙に明け暮れていただけでした。悲しみの
ケアの仕方も知らないその時の私でしたから、そんなこ
とをしようなどとは思わなかったのですが、今、考えて
みると、悲しみのケアの寄り添いと言うのは、ただ傾聴
するばかりではない、人によっていろいろな形があるん
だと、ふと思うのです。
　 その時、思い出した事がありました。最初の奥さんが
自殺をし、再婚をした奥さんも自殺をした方の話でし
た。ずっと人に会いたくなく、家庭の中でも言葉も言う
元気もなく、長年仕事以外は、人に会うのも嫌悪してい
たその人が、自分を本当に癒してくれたのは、再び人間
だったと言っていた事です。
　 私は、そこに不思議な力を感じました。人は、人によ
って傷つくが、その傷を癒すのも、また人間の力である
と、そのように、人間は神様から創られているのだと感
じました。このお二人の言う事の底に感じるのは、人間

実践報告
もし今日が最後の日であるとした
ならば
―お互いに道しるべになれたら―
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の、そもそもの存在は美しいものだと言うことです。私
は、その力を信じる者で、こうした悲しみの中にじっと
耐えてきた方々から、どんなにか魂を清らかにしてもら
ったかなあと思えるのです。それは、人間は、おそらく
楽しいとか嬉しいとかの感情よりも、竹内整一さんのい
うように悲しみの感情が、人間としての倫理性を磨き、
人様を深く理解し、ああ、この世は美しいんだ、人間っ
て美しいんだという、心の耕しを経て、それが、周りの
人々を一層清らかにする、そんな力が、悲しみを通って
きた方には、生まれているのではないかと思えました。

臨床宗教師研修へ
　 そうして、三年前、ふとしたことから、東北大学の臨
床宗教師の講座がある事を知ったのです。私の今までの
こうした体験をうやむやというか、それで終わらしては
いけないと言う気持を持ち続けていた時でしたので、当
然、光明を見るような思いでした。
　 当時、私も天理教の災害救援ひのきしんで、８回ほど
東北入りをしていましたが、その時に、現地で、また大
阪に帰れば帰ったで、この身体をひどく揺るがせたの
は、宗教家として、人々の悲しみをどう救いあげるの
か、天理教は、救援だけでいいのか？という突き上げる
ような思いでした。
　 既修了者を調べてみると、ほとんどが仏教系の方でし
た。ちょっと後ずさりをしましたが、二期前に天理教の
勇敢な女性が、たった一人受講しているのを発見しまし
た。主人に訳を話すと、「周りに迷惑のかからないよう
に」とだけ念を押され、「そう言ったっていつも迷惑か
けてるわな」と、のたまいましたので、これは快諾と受
け取らせてもらいました。
　 最初の年は、臨床宗教師として、それらしい活動もで
きませんでしたし、ホームの方々を相手にするだけでし
たし、今もそれに変わりはありません。ただ、臨床宗教
師を受けて、ずいぶんと変わったような気がします。ゆ
らいでいた自分の姿勢の方向性を見つけることが出来た
かなというように思えるのです。
　 臨床宗教師の生みの親、岡部健医師は、死や悲しみの
道しるべをしてほしい人が必要だとおっしゃっていらっ
しゃいました。次のケースは、受講後に出会ったもので
すが、一つは、臨床宗教
師として死への道しるべ
をしたケースと、逆に、
生きる道しるべをしたケ
ースです。

スキルス性胃がんの人のお世話～死への道しるべ～
　 2016年、余命三か月というスキルス性の胃がんの５０
代の男性とそれを看取る奥さんと生活しました。在宅ケ
アが進められていますが、この方は病院から在宅ケアを
飛び越して、神様と共に在る、いわば在教会ケアをなさ
ったパイオニアです。しかし、年初めに私どもの所へ来
た時には、終末期ケアをしてほしいのではなく、教会に
住み込んで病気を治してもらいたい、たすけてもらいた
いという強い願いがありました。というのは、その一年
前五万人に一人という全身性の難病で、お医者さんから
あと一週間、好きなようにさせてやって下さいと強制退
院させられた男性が、死ぬ前に天理教の三カ月の修養科
に入りたいと、担架で運ばれてきました。
　 一週間で亡くなるかとおもいきや、大きな波はあった
ものの、不思議なことに奇跡的によくなって、欠席は多
くありましたものの、修養科も修了して帰宅されたので
す。それを、その癌の方も見ていましたから、自分もあ
のように奇跡的に助かるんじゃないかと言う気持ちが強
く私にも伝わってきました。
　 その方は、大変人間的にも穏やかな人で、誰からも好
かれていましたし、私にとっても大事な人でした。
　 しかし、夫婦でお願いに来た時に、それを快諾する会
長である主人の傍で、私は、勇気を持って言いました。
それは、その方にとってはとても冷やかに聞こえたこと
でしょう。「病気が治ることを助けてもらいたいと思っ
ていらっしゃるなら、この教会ではたすける力はありま
せん。しかし、この教会にいて安らかな最期を迎えたい
と言うなら、私は下の世話でもなんでもさせて頂きます
よ」と言いました。
　 そう言ったら、奥さんは激しい顔をされ、強い心で私
の言をつっかえしてきました。私は、その意味を穏やか
に付け加えました。「ご夫妻は、結婚されて長い事子供
さんが授からなかった、しかし、この教会で夫婦で住み
込んで伏せこんで子供さんが授かった、それも六人も立
派に育てられた。よかったですね。そしてご主人が４０
代の時、大腿骨骨頭壊死という難病で、このままでいた
ら歩けなくなると医者から言われていたのを振り切っ
て、またこの教会に住み込んで、ひのきしんをされ、手
術もせずに完治して、それから両足で不自由なくここま
で来られた。これまで無理なところを神様に何回も御守
護頂いたんでしたね、その上に余命三カ月と言われてい
る癌を救けてもらいたい。そこまで救ける力はこの教会
にはないと思います。またそれを神様にお願いするのは
私には申し訳なくて気が進みません。これからこの教会
で、静かに人生を振り返り、貴くも充実した最後を迎え
る準備をなさいませんか。」と言いました。カフェ・デ・モンク

 in 高野山
(2015年9月)
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　 私もその時、相当の覚悟を持ってその信者さんに申し
上げました。申し上げて分かる人だと思ったからです。
当の本人は、直りたいという気持ちもあったけれども私
の言葉を聞いて、感じるところがあったようです。しか
し、奥さんは、どうしても死ぬという現実を受け入れた
くなく、絶対助けてもらいたい、と激しい思いを抱いて
いました。その時は、私に狂ったようにぶつけてきまし
た。「どうしてうちの主人だけが、こんなにならなくち
ゃならないんです！世の中にはもっと悪いことをしてい
る人がいるのに」と狂わんばかりに私に叫んできまし
た。そして「見捨てないでください、見捨てないでくだ
さい」と涙で訴えました。私は、その奥さんの肩を抱い
て、一緒に泣きました。
　 それから、人はどうやって自分の死を感じて、そして
受け入れていくのか、私もその人の背中を見ながら歩き
ました。癌の患者さんは、この方は特に抗がん剤も投与
していなかったので、ほとんど最後まで自立が出来ま
す。死ぬ二、三週間ぐらい前に、ドスンとある境界線を
またいでいくような、今迄で親しんでいたその人のお顔
ががらりと変わって死の影が色濃くなって来た時に、私
も本当に悲しくさびしくなりました。
　 でも死にゆく人と毎日一緒に側に居て生活すると言う
ことは、こちらのものが学んでいることに気が付きまし
た。ゆらぎをもって崇高な境地へ赴くその方と一緒に、
とてつもない重い物を共有して魂の学びをしているとい
うような気分でした。
　 毎朝、神様の前でその方に話します。「しんどいだろ
うから、身体は動かさなくていいから、心を充分動かし
て、毎日毎日丁寧に丁寧に通りましょうね。」
　 また、「最後のページにどんな言葉を書いて残してく
れますか？」と促したり、あるいは、「お世話になった
人、懐かしい人、会えなくても一人一人顔を浮かべて、
思い出を辿ってお礼を言ったらいいですよ。もっと大事
なことは、嫌な人や喧嘩別れした人を思い出して、最後
には許してあげるといいですよ。するとあなたも赦され
ますよ。」と心をすっきり、荷を下ろして人生を終える
という最後の仕事にお付き合いしました。　
　 その方は、医者の宣告のとおり、三カ月で亡くなりま
した。亡くなる二週間前に家に帰り、親族と子供たちに
囲まれて、多くの教訓を人々の心に残してゆきました。
これがガンで病んでいた人のお顔かなと思えないような
くらい神々しいお顔でした。それを見て私は救われまし
た。そのように、残された家族の者も愛する方がどんな
最後を遂げたかで後の様子が違います。後悔の念、自責
の念、怒りの念などが誰でも少しはあるので、それを引
きずらないためにも、亡くなる人が穏やかに、清らか
に、やり遂げた、人生良かったと感じて亡くなることが
癒しになると思われます。
　 ところで、哀しみによる痛みは、身体的な痛み、精神
的な痛み、社会的な痛み、魂の痛みの四つがあると言わ

れ、それぞれの専門家がケアを担当するわけですが、魂
のケアは、スピリチュアルケア師や臨床宗教師、チャプ
レンといった宗教者が係る所となります。
　 岡部健先生は、「本人と家族と、それと医療者がどち
らも「死」から眼をそらさないことが大切。それがずれ
ると、やはり悲惨というか、空虚になってしまう。
「死」すら共有できれば、もう怖くなくなる。」とおっ
しゃいました。
　 スキルス性胃がんの方に、この方が最初頼んできたよ
うに、どうか神様たすけて下さいと神様にお願いすべき
だったのではないかと、自分の中で心が揺らいだことが
一回だけありました。必死の覚悟でその方の死に向かい
合い、死から目をそらそうとしていた御本人と御家族の
方に一緒に死を共有する道しるべをさせて頂いたことは
間違っていなかったと岡部先生の言葉で救われていま
す。
　 そして、先生は、「終末期のケアは、生の世界を引き
延ばす話ではなく、宮沢賢治の『南に死にそうな人あれ
ば、行って怖がらなくてもいいといい・・』という一言
を我々が言えるかどうかにかかっている。『怖がらなく
てもいい』という道しるべを立てることが出来ているだ
ろうか」と終末期のケアのあり方を提起されています。

一時保護の子供～生きる道しるべ～
　 自分の存在の意味、意義を見失った時に忽然と出現す
る問い掛け、それが、我々はどこから来たのか？であ
り、我々は何者か？という人類普遍的な問いかけです。
　 私の里親の体験からすると、親から見放された子供た
ちは、こうした問いを形を変えて何回となく問いかけま
す。自分の本当の父親は誰かという出生の由来もわから
ない子供たちは、このような問いの裏に深い悲しみの影
を持っているようです。僕は生まれてきて良かったの
か？僕なんか生まれてこなけりゃよかったんだ。と、今
元気にしていたかと思うと、突然、思いもかけない言葉
を発して、私に訴える。常に、周りにいる、信じてもい
いと子供ながらに大人を選んで、自分の生きる場所を確
認するということなのでしょう。自分が生きていること
がみんなの邪魔になるという問いかけは、何もこうした
子供達だけでなく、お年寄りになって認知的にも体力的
にも衰えてきたような時、今迄健康でいたのに、病気に
なってしまって人様のお世話になっている時などに出現
する問いかけです。
　 さて、私はO市で里親をしておりますが、教会の事情
で、措置限度が二か月以内の制度である一時保護の子供
達をもっぱらお世話しております。Ａ君は、母親の異性
交遊から、子供を邪魔もの扱いをして育児放棄をし、児
童相談所へ預けられた子です。母親は、ただで子供を面
倒見てくれることをいいことに一時保護家庭に預けられ
る事に承諾をし、それ以来児童相談所への連絡を一切断
ってきたという状況下でした。
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　 その子は、夜になって私と二人きりになると、暴言を
吐いたり、足蹴りをしたり、毎夜布団の中に入ったら、
私に歯形がつくくらいの力で噛みついてくる。ここで生
活をしているうちにどう変わるのか、変われるのか、い
つもこの子のこの先がどうなるのか心を痛めました。
　毎朝夜、参拝をしておりましたが、慣れてきたので、一
人にさせて、私は、神所に上がって拍子木を打ったある日
のことです。おつとめが終わり、私の視界に飛び込んでき
たのは、その子が大事な神様の道具で遊んで入口の大きな
賽銭箱に落としてしまって、慌てている所でした。さあ、
どう出るかと落ち着いて先行きを見ていました。
　 その子は、入り口にある小さな台に上って一生懸命賽
銭箱の中をのぞき、小さな手を入れてどうしよう、と困
った顔をしておりましたが、とうとう諦めて、小さく縮
こまって行儀よく、参拝場に座りました。私が参拝場に
下りてくると、「おばちゃん、話があるんだけど」と言
うので、私もきちんと座りなおすと、「あのやつ、あの
中にはいっちゃったんです」と言います。
　 私は敬語を使っての言い草に感心しました、が、少し
違うなと思ったので、「あれは足がないから一人で勝手
にはあそこには入らないよ、どうしてはいったのかな」
とわざと言うと、言い直しました。「僕が遊んでいて落
っことした」私はそのままじっと待っていました。少し
の沈黙の後、小さな声が聞こえました。「ごめんなさ
い」。私は、救われました。落としたという事実の報告
ではなく、それは自分が悪い、だから謝るという、この
連動を親、周りに居る大人が教えることだと。そうでな
いと、自分が悪いのに、なにかのせいにしたり、言い訳
ばかりして潔く謝らない、誰も見ていないから、壊した
ことを黙っているという大人になります。僕が悪い、そ
れはおつとめ中に遊んでいたことが悪い、だから謝って
赦してもらいたいという関わりかたを今ここで教えるこ
とが、私の役目だと思いました。
　 私は、しかるどころか、褒めました。「僕は、怒られ
ると思ったけれど、勇気出して、遊んでいてあそこに落
としたと言えたね、それはとっても素晴らしいことだ
よ、勇気あることだよ、なかなか言えないことだけれ
ど、僕は勇気を出して言えたのは、それはね、正直とい
うんだよ。神様もおばちゃんもそういう勇気があって正
直な人が好きだからね。そしてごめんなさいと謝れた
ね、悪いことしたから謝ることは当然だけど、これから
どうすればいいの？」「おつとめ中はあそばない」「そ
れと？」「神様の物であそばない」と言いました。
　 こうしてこの子は、来た時よりも帰る時に大分変りま
した。次の処に行く間際に、私は、この子に何をあげよ
うか、ここで生活した楽しい事を忘れないようにと心を
巡らせました。着の身着のままで私の処へ来たこの子に
は、何んでもあげたいという気持と闘って、心の贈り物

こそ、宗教者が贈るべきだと思い直しました。神様がい
つも見ていてくれる、守ってくれるということ。そして
考えて考え抜きました。別れがもう近づいているので
す。あと何だろう、この子がこれから生きて行くため
に。そして、考えた末、「これからいろいろな辛いこと
が沢山あるけど、３つだけ覚えてね。ありがとう、ごめ
んなさい、お願いしますこの３つだけ覚えておけば、ど
んな所でもどんな時でも生きていけるからね」と言いま
した。
　 次の施設へ旅立って行く、何も財産もない、持ってい
る物もない、家族もいない、家もない、たった六歳の子
供に何をやればいいのでしょう。神様が守ってくれるこ
と、そして具体的に生きる杖となるものは？と考えた時
に、皆さんのお陰です、御恩を感じています、を表わす
「ありがとう」、私が悪かったです、赦して下さい、ま
た、チャンスを下さい、の「ごめんなさい」、私一人で
は生きていけません、お世話になります、私を使ってく
ださいの「お願いします」です。この言葉を心から正直
に勇気を持っていう所に、自分を活かせてくれる環境が
広がってくるのだと子供を通して感じた私でした。
　 そして、いずれ大きくなって、「ありがとう、ごめん
なさい、お願いします」にもう一つ、「お困りじゃない
ですか？お手伝いしましょうか」という人をたすける言
葉を掛けられるような大人になってもらいたいし、私達
大人も忘れてはならないことだと考えたケースでした。
　 私は、たとえホームの方を相手にしても、いつも死へ
の道しるべ、生きる道しるべができる案内板でいたいな
あと思っています。その中身は、死に行く人の悲しみ、
生きることに纏いつく悲しみ、それぞれの色合いは違え
ども、それらの魂の痛みのケアをして、人々が心を澄ま
してたすけあう世のあり様になるよう、神様のお手伝い
をしたいと思う昨今です。

（うえだ・れいこ）

第五回臨床宗教師研修より（2014年6月）
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第10回臨床宗教師研修報告

 　第10回臨床宗教師研修は石巻市内の復興公営住宅で開始
された。東日本大震災から５年半が経過し、多くの人が仮
設住宅から生活の場を移した場所である。初日に行われた
傾聴実習カフェ・デ・モンクも、同じ場所で行われた。
　 修了者は11名で、第10回までの臨床宗教師研修修了者は
のべ152名となった。今回の研修も曹洞宗統禅寺様（石巻
市）、浄土宗蓮光寺様（仙台市）に会場を提供していただ
いた。また、北海道東北臨床宗教師会の皆様のご協力を得
た。ここに感謝を記してお礼申し上げる。
　 研修二日目に行われた追悼巡礼は、津波の被害も大きか
った石巻市の長面浦を出発し、大川小学校跡地までの約４
kmを歩き、この地で亡くなった方々に想いを馳せた。
　今回の研修プログラムは、「精神保健と医療」の講義を初
めて上杉亜矢先生（みやぎ心のケアセンター）に担当してい
ただいた以外は、前回（第９回）からの変更はなかった。ま
た今回新たに福山市民病院（広島県）が実習先となり、研修
生を受け入れてくださった。

研修データ
期間：2016/10/11-13, 11/16-17 , 12/13-15 
場所：石巻市内復興公営住宅、石巻市曹洞宗統禅寺、
仙台市浄土宗蓮光寺、東北大学、他
修了者：11名(うち女性6名)
宗派内訳：浄土真宗本願寺派(2)、日蓮宗(2)、真宗大
谷派、真宗木辺派、曹洞宗、法華宗本門流、神社本庁
(2)、立正佼成会
地域：群馬、長野、千葉、神奈川、静岡、岐阜、奈
良、滋賀、山口、福岡、熊本
年齢：26才～72才

追悼巡礼　上・中：石巻市（10月）、下：名取市閖上（11月）

カフェ・デ・モンクの傾聴実習を終えて（石巻市内復興公営住宅）
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第10回臨床宗教師研修を修了した
皆様のご感想を、研修最終日の振り
返りのコメントを中心にまとめまし
た。

𠮷本清信（真宗木辺派）

　 傾聴、聴くことの大切さ、ただ聴く
だけじゃなしに相手の自立を尊重する
ことを学んだかなと思います。医者と
いう仕事をしてきましたが、医者もあ
くまで引っ張る機関車でなく、伴走者
だと思っていますから、宗教者も付き
添っていくことが大事なのかなという
ことを私としては、ポイントとして感
じました。
　 いま病院のサロンでのがん患者の集
いに、いち患者として参加させてもら
っていますが、今度行ったときには、
今までは医者だとも坊主だともしゃべ
ってこなかったんですが、こういう勉
強をしてきたとお話をして、別の視点
でお手伝いできたらと思っています。
　 また医療の世界にも理解者を増やし
て、近くにある緩和ケア病棟や、声が
かかれば特養とか、お世話になってき
たところに働きかけてみたいなと。ま
たこれを機会に大和内観研修所で内観
のお手伝いもしたいということを今後
の課題として感じました。

渡邉正裕（神社本庁）

　 ロールプレイでは、自分では気づか
なかった他者からみての自分の性格や
会話の癖を直視する貴重な機会になり
ました。そして、沈黙を恐れないこ
と、論拠よりも気持ちを大切にするこ
とを学べたことが一番よかったと思い
ます。こうした自分自身を見直す力を
日常生活で、まず家族を始め、関係の
ある方々や奉仕神社や地域の中でより
充実させるためにも、臨床宗教師の活
動を頑張りたいと思います。
　 地域における臨床宗教師としての活
動を＜公共性>の観点から模索していき
たいと思います。更に、一人ひとりの
研修生の修了のために研修会を支えて
いただいた多くの方々のお世話に心か
ら感謝します。

池田龍珠（日蓮宗）

　 25年間、布教第一、教化第一という
ことで来ましたが、初めて研修を受け
て、布教をしないのもありかな、とい
う心境の変化があり、２回目で布教し
なくてもできるじゃないか、という変
化があって、今回全体会３を終えて、
布教しないことがもしかしたら大事じ
ゃないか、というそんな変化がありま
した。そうしないと公共の場には出て
いけないということも強く感じまし
た。ただ、長野県では臨床宗教師第１
号ということで、私の地域では受け入
れてくれる公共の場というものがな
い。私の目標はガンの方のケアをした
いと思ってここに来ているので、そう

いった方向で開拓をしなければならな
い。前途多難ですが身が引き締まる思
いがしております。
　 実は今回の現場実習でかなり衝撃的
な出来事がありまして、引きずったま
まここに来てしまいましたが、ゆうべ
面白い出来事があって、久しぶりに腹
の底から笑わせていただきました。そ
れでなんか楽になりました。何でかな
というと、同じ釡の飯を食った仲間た
ちと一緒に笑えたというのが、私のケ
アになったと思うので、これからも、
皆さんとの関わりというのを大事にす
る中で、自分が目指す臨床宗教師の活
動というのを展開できればいいなと考
えています。

堀口哲哉（曹洞宗）

　 この研修に参加して、まずは自分が
どういう人間か、自分自身を知ること
ができたと思いました。まだまだ全部
が分かったわけではないんですけど、
色んな話を聞いたり、会話記録でも色
んなご指摘を受けて、自分の短所、自
分にないものを教えていただいたと思
います。これから自分の活動の場、寺
に戻って、まずは自分のやるべきこと
をやりながら、自分の癖とか、嗜好と
かを理解しながら一日一日過ごしてい
きたいと思いました。
　 あとは、僧侶ですけれども、自分の
宗派のこと、他の宗派のことについて
理解が中途半端だということがわかっ
たので、そういうことも合わせて勉強
していければいいなと思いました。も
ともと福祉のことをやっていて宗教の
ことをちゃんとやって来なかったの
で、金田さんとお話しする中で、自分
の宗教のことをもっと理解することが
大切だよということも聞いたので、で

研修受講者の声
（第10回臨床宗教師研修）
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きれば上を目指してもう少し宗教のこ
とが勉強できるような環境に行って、
もう少し勉強したいなと思いました。
本当にこの十期の皆さんとお会いして
学べたことで、自分にとって大切なも
のを感じたと思います。

久田見良子（法華宗本門流）

　 みなさんにお会いできて本当にあり
がたかったです。今まで自分というも
のの見つめ方の角度が違ってたという
か、こういう見方もあるんだな、とい
うのを教えられたというのが、非常に
ありがたかったと思います。それか
ら、私たちのところではまだ臨床宗教
師という言葉自体を知らない人がたく
さんいますし、下関市では私が一人で
ございますから、これをどう活かすか
というのは、今から帰りまして、国立
病院の中にがん患者の会がありますか
ら、そこらへんから少しずつ歩み寄っ
ていきたいなと思います。
　 それから、今までは傾聴ということ
ばかり考えていたんですが、会話記録
の難しさ、自分を見つめる角度、いろ
んな見方があるということ、それをも
って相手の方に接していくという難し
さ、そして、臨床宗教師という重さ、
これがどんなものか。あと何年生きら
れるか、明日死んどるかもわかりませ
んけれども、その時には皆さんでお経
あげてください（笑）。どれだけ貢献
できるかわかりませんけれども、でき
るだけ、いい道が開けていったらあり
がたいなと思っております。これから
も臨床宗教師の何かを下関でやるとき
にはどうぞおいでてください。お待ち
しております。

巖后顯範（浄土真宗本願寺派）

　 臨床宗教師の研修を受けて、自分の
行動の原点のところには、人によく思
われたいということがあるのかな、と
気付きました。普段から自分の気持ち
に蓋をしてしまいがちな中、この研修
を通じて、自分の気持ちを聴いていく
ってことが、すごく大切なことと学ば
せてもらいました。自分の気持ちを素
直に聴くことができ、またそれを共有
できる仲間がいて、すごく心地よい機
会でした。
　 今後ですが、研修を通じて、他宗
教・他宗派との関わりから、自分の宗
派に対しての興味が更に湧いてきまし
た。4月からは京都の西本願寺内の勤式
指導所という宗門の研修機関で、学ば
せていただくこととなりました。ま
た、臨床宗教師としては、積極的に傾
聴活動に参加していきたいと思ってお
りますし、いままでどうしてもお寺の
息子、お寺の者として地域と関わって
きたんですが、今後は臨床宗教師とし
ても地域を開いていくための活動を進
めていきたいとも思っております。こ
れからがまた楽しみになります。あり
がとうございました。

匿名（神社本庁）

　 この研修で、あっと思ったのは、自
分に感情がないわけじゃないのに、自
分の感情にマスクをしやすいんだな、
ということで、先生方や皆さんに会話
記録で教えていただきました。なんで
抑えるのかなということを時間をかけ
て自分で考えていくことを課題にして
います。
　 これからについてなんですけど、今

すでにグリーフケアのグループに呼ば
れているので、そちらのほうにご支援
に入らせていただこうと思っていま
す。ただ、このグループさんは私が宗
教者をしているということをまったく
知らないで呼んでいただいています。
私は自分の活動を表にできない状況な
のでどうしようかなと思っていたんで
すけど、昨夜はじめて関東臨床宗教師
会の方にお声をかけていただいて、私
自身が出なくても、仲介させていただ
くことができるのかなとか、気がつい
たので、私一人じゃなくてもできる方
法をこれから皆さんと考えていけたら
いいなと思っています。頑張りますの
でよろしくお願いします。

草野妙敬（日蓮宗）

　今回受講させていただいて、この体験
なくして先に進まなくてよかったと思っ
ています。傾聴というと、お話を聴くこ
とばかりに一生懸命で、じゃあその方が
何を言いたくてその言葉を発しているの
かとか、そういうことに思いが及ばない
でただ聴いてるっていう、傾聴に対する
誤解があったことにも気づかせていただ
きました。そういうのを知らないままこ
の先に行かなくてよかったなと、こうい
う機会をいただけてありがたかったと感
謝しています。
　 長岡の方でもお世話になりまして、
ビハーラカフェという患者さんが集ま
る談話の時間にご一緒させていただき
ました。看護師さんがどういうふうに
お声がけするかということを見させて
いただいて、私はこの方にはこう話す
なというのと違っているとか、違いを
見る体験をさせていただけたのが、す
ごくありがたかったです。
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　 ただ、この臨床宗教師というのは、
私が個人的な経験をして満足するため
にあるのではないと思います。昨日の
金田さんのご講義にあったように、僧
侶の答え方によって相手が傷つくとい
うことがないようにという目的で先生
方が教育をされていると思うので、あ
あよかったって自分の満足で終わった
ら、受講したことの今後への活かし方
が違うなと思います。じゃあ具体的に
どのようしたら現場を離れずにやって
いけるのかというと、長岡に通うのは
遠いので、これから関東の臨床宗教師
の集まりにも参加させていただきなが
ら、この体験というのが無駄にならな
いようにしていきたいと思います。

西村沙羅（真宗大谷派）

　 最初に臨床宗教師研修を受けようと
思ったとき、「私みたいな若輩者は、
臨床宗教師としてはまだ早すぎるんじ
ゃないか」と悩みました。でも、研修

に来てみてわかったのは、歳とか経験
とか、そういうことが問題なのではな
いということです。研修の中で、覚悟
を持って相手に接するという話が何度
も出てきたんですけれど、どうして
も、その覚悟というものが、持ちたい
んだけれども、どうやれば持てるの
か、そもそもどういうものなのかがわ
からず、戸惑いました。そこで色々と
自分を振り返ったところ、私は自分の
心を仮死状態にして、なるべく心が痛
まないようにして生きてきた、つまり
自分の人生を一生懸命に生きていなか
ったんじゃないか、ということに気づ
かされました。残りの時間を一生懸命
に生きようとしている患者さんに対し
て、若くて健康なくせに一生懸命に生
きていない自分が向き合おうとするこ
とが恥ずかしくて申し訳なく、それが
自分の戸惑いにつながっていたんだな
ぁと思います。
　 いきなり変えることはできません
が、研修を通じて、変えようと思えば
ちょっとずつ自分の意識は変わってく
るんだという自信が出てきましたの
で、まずは自分自身が一生懸命に生き
ていくということを意識していきたい
なと思っています。でも、一生懸命に
生きていますと言い切れる日を待って
いると、たぶんいつまで経っても臨床
宗教師として活動できる日が来ないか
もしれないので、それはそれで一生懸

命やりながら、今のこの気持ちを忘れ
ないように、何かしらの形で臨床宗教
師として学んだことを医療の場で活か
したいです。そして私はお寺のことが
たいへん未熟なので、もっと真宗のこ
とについて勉強させていただくために
学校に通うとか、そういうことも考え
ております。この先どうなるか自分で
もはっきりとはわかりませんが、皆様
のうしろから一生懸命ついていかせて
いただきたいと思っております。
　 研修後、私は沼口医院で事務職兼臨
床宗教師として働かせていただいてお
ります。他者に寄り添いきれないこと
は初めからわかっていたつもりです
が、こんなにも寄り添えないものか
と、あらためて思い知らされる日々で
す。でも、寄り添えないこともまた、
とても痛いことなのだと知りました。
誰かの命に向き合う以上、寄り添って
も寄り添えなくても、やっぱり心は痛
みます。それがわかって、少し肩の力
が抜けました。痛い、つらいと大騒ぎ
して色々な方に迷惑をかけております
が、そもそもこんな本音をひとに言え
るようになったこと自体、研修前の私
からすれば考えられないことです。あ
らためて、研修でお世話になった皆さ
ん一人ひとりに感謝しています。
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清水佑季子（立正佼成会）

　 私が今回の研修に参加して何よりも
ありがたかったのは、いろいろな宗教
をもつ皆様と出会えたことです。そし
て、皆様に受け入れていただけたこと
で少し自分に自信をつけることができ
たように思います。
　 私は信仰のある家庭に育ちましたの
で、子どもの頃から仏さまの教えに触
れて教えの如く生きたいと思っていま
したが、新宗教ということもあって
か、無意識のうちになるべく宗教色は
出さないようにしてきたように思いま
す。それが今回の学びをとおし、宗教
者であるからこそできることや、宗教
がもつ価値をあらためて認識すること
ができ、宗教をもっていることは何よ
りありがたいことだと実感しました。
このたび、宗教者であることを全面的
に表に出す立場になりましたので、な
おさらこの時期に他宗教の皆様とこう
いうご縁をいただけたことがたいへん
ありがたく思います。
　 12月より新たな地に転任することに
なりました。今回学ばせていただいた
ように、自分の価値や考えはちょっと
横において、相手の思いや心を真剣に
聴かせていただき、その方が自分の尊

さに気づき、自ら歩めるようなご縁に
なりたいと思っております。臨床宗教
師としてすぐに何かできるわけではな
いのですが、将来的に必要とされたと
きに活かせるように、日頃の生活の中
で自分に磨きをかけて、精進させてい
ただきたいと思います。　　　　合掌

芦田もと子（浄土真宗本願寺派）

　 私はストレス解消がとっても下手な
んだと再確認させられました。自分に
対する御褒美を書いてくださいと言わ
れましても書けたのはたった五個でし
た。仕事をしていたときも、自分は正
しいと思っていて、人のことを変えよ
う変えようとしていたんですが、それ
も、今日の講義で、人のことは変えら
れない、自分のことは変えられるとい
うのを見て、ああ、それで私はあんな
に疲れ果ててしまっていたんだという
のをつくづく感じました。今後の私の
課題だと思っています。
　 今回の研修ではずいぶん大泣きをし
てしまいましたが、私の自信のなさと
いうのが母の一言から来ていると分か

ったのが私の中ではとても大きくて、
それを解消するにはどうしたらいいの
かというのを考え続けた日々でした。
長いことかかってきた親子の関係を改
善するのは、これまでの人生以上に長
くかかると思いますけど、今後は、色
んなこと、自分の考えはどこから来て
るのかなということを日々考えつつ、
自分の自信を取り戻すということに結
びつけたいと考えております。
　 私は九州臨床宗教師会が発足したと
きからサポーターとしてカフェデモン
クのお手伝いをさせていただいていま
した。その中で熊本地震が起きて、地
震の恐怖と、飛び降り事故に遭遇した
ということから立ち直れなくなってい
たときに、糸山さんという明るい元気
な方が、30kmも離れているのに、「あ
なたみたいな人のところに駆けつける
のが僕がしなければならないことで
す。今からすぐ行きます。」と私に声
をかけてくださいました。その日をき
っかけに、私は前を向くことができ
て、その時に、臨床宗教師の研修のこ
とを思い出して糸山さんに「こんな私
でいいんですかね」と相談したら、
「こんな私だからこそできるんです
よ」と背中を押していただいたのがと
しても大きなことでした。九州はみな
さんとても活発に活動されていらっし
ゃいますので、今後は、少しでも、臨
床宗教師としてお手伝いしていけたら
というふうに楽しみにしております。
あのまま熊本にいたら、こんなに楽し
い、素晴らしいキャラクターを持たれ
た方々と出会えることはなかったと思
います。今後ともよろしくお願いいた
します。
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〇はじめに
　 今回の卒業論文執筆にあたっ
て、これまで臨床宗教師研修など
に見学聴講及びスタッフとして参
加させていただきました。この場
を借りて、東北大学の先生方を始
め臨床宗教師研修でお会いした皆
様に感謝申し上げます。本当にあ
りがとうございました。

〇宗教者と臨床宗教師の間
　 私の卒業論文の問題関心は、臨床宗教師として活動す
る宗教者の方の意識でした。対象である臨床宗教師の養
成を行う当の東北大学にいながら何ができるのか。そう
考えた時、その構想を支える様々な理念や理論を検討
し、「実際」をみてみたいというところにたどり着きま
した。
　 そこで考察の切り口としたのが、実践宗教学寄附講座
主任鈴木岩弓教授の「信仰現場における宗教者と臨床宗
教師」という図です。

図〈信仰現場に見る「宗教者」と「臨床宗教師」〉

　 この図は「宗教者が自己の宗教を離れて、自己のもの
とは異なる他者の宗教に寄り添うことは果たしてどこま

で可能であろうか」という問題に対する鈴木教授の一回
答です。宗教者と臨床宗教師では教団の組織と非組織的
な宗教の間を行き来する「幅」が相対的に異なるとし、
臨床宗教師が他の信仰に寄り添うあり方を示していま
す。そして、臨床宗教師研修はこの矢印の幅を広げる契
機になるとしています。私は、この図を個人レベルで確
かめようと考えました。臨床宗教師研修を経た宗教者の
方にとって、宗教者であることと臨床宗教師であること
は何を指すか。双方の違いはこの図のように、他の信仰
への矢印の幅なのか。また、そもそも他の信仰へ関わる
時に葛藤は生じるのか。そういった問題意識を、「宗教
者と臨床宗教師の間」という題目の下考えていきまし
た。
〇仏教者の語りから
　東北大学で実施されている臨床宗教師研修の修了生3名
の方（以下A氏、B氏、C氏）に、各約4時間にわたる聞き
取りを行いました。語りの内容の中から、問題意識に当
たる部分のみ簡潔に記します（個人情報となるような語
りの背景は割愛させていただきます）。
①A氏
　A氏は宗教者と臨床宗教師の関係について「コートを脱
いでるのか着てるのか、その程度」とし、臨床宗教師は
社会で宗教者が活動することを指すだけだとしました。
また、その際に「臨床宗教師」は、社会と宗教者双方で
手が届きやすくなるための肩書であるとしました。宗教
者と臨床宗教師の違いは、宗教者としての価値観が通じ
るかどうかという点ですが、公共空間で宗教者が「わき
まえる」態度は、宗教性を「取る」ことではありませ
ん。宗教性は人間そのものに深く根差すため、着脱が容
易なものとしてはいけないといいます。また、他の信仰
に対してはA氏が自身の信仰の輪郭を明確に認識している
こともあり、差異を感じてもストレスを感じることはほ
とんどないとしました。臨床宗教師として大切なこと
は、「他者の痛みへのセンサー」です。
②B氏
　 B氏は臨床宗教師研修で「お寺を出ないと会えない人が
いる」という気づきがありました。一方で臨床宗教師の学
びは宗教者として「本当に信仰があって強い人」になる契
機となりました。宗教者は宗教的資源によって自分を覆い
強いフリをしようとしても、ある時に露見するといいま
す。B氏にとっての宗教者は偉大なものとのパイプライン
であり、強い信仰があればこそ自分を覆っている鎧を外す
ことができる人のことです。実際にB氏は臨床宗教師研修
を受け、守ってきたものを１つ手放すことを決意します
が、それはB氏にとって宗教者として強くなることを意味
しました。また、他の信仰に対してはそもそも同じ宗教宗
派であっても同じ信仰心の人はいないとしつつ、幼少期か
らの興味や大学時代の学びもありストレスを感じることは
ほとんどないとしました。臨床宗教師として大切なことは
「目の前の人を傷つけないこと」です。

卒業論文（抄）

宗教者と臨床宗教師の間
―仏教者の語りから―
　
z«l�Ñ��oÑun�ú
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③C氏
　 C氏は、臨床宗教師のようなことができてこその宗教
者であるとしました。また、これまで自身が行ってきた
地域での活動は臨床宗教師としての活動ともいえると振
り返りました。また臨床宗教師研修はそれまでの計算に
よるコミュニケーションを変え心と心の対話をするため
の訓練の場になったそうです。他の信仰に関しては、心
と心の対話である以上教義はまた別の話であり、ストレ
スを感じません。しかし研修を通して個別の宗教宗派の
（特に宗教施設における）役割を越え、「宗教者（世の
中の苦しんでいる人に何かをしなきゃならない人）」と
いう枠組みで考えるようになりました。また、仏教は生
きる教科書であり、ケアを行うことは、それ自体が仏教
を遂行することだとしました。
〇おわりに
　 この聞き取り調査から、「宗教者と臨床宗教師の間」
には、他の信仰への矢印の幅の広がりというよりも、そ
れぞれ宗教者としての自分に還元される学びがあったと
結論付けました。公共の場で活動する宗教者として「布
教をしない」という意識の変革よりも、研修での学びを
宗教者の在り方や自分の信仰の在り方に還元させ、各々
の理想の宗教者の姿という文脈で臨床宗教師が位置づけ
られています。また、他の信仰へ関わる時に葛藤を感じ
ないことに関しては、「宗教間対話」の実例という観点
で、目の前の方との対話はそもそも「信仰現場」が問題
にならない場なのではないかと私の考えを補足しまし
た。
　今回の聞き取り調査にご協力いただいた3名の方は、傾
聴の場に限っては「宗教者じゃなくてもできる」としま
した。しかし、「漠然としたものを引き受ける」「パイ
プライン、代表者」「宗教者はそもそも（地域などで
も）心のケアができなければいけない」などという言葉
で、それぞれ宗教者としての責任や覚悟を感じておられ
ました。それを踏まえて、臨床宗教師を示す言葉として
印象に残ったAさんの言葉があります。調査にご協力いた
だいた感謝も込めて、その言葉で終えたいと思います。

「宗教だけが人を癒すのではないが、宗教が頼られる瞬
間に手の届くところにいられればいい」。

（すがわら・りさ）
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日時：2017年2月26日～27日
主催：日本臨床宗教師会、実践宗教学寄附講座
共催：東北大学大学院文学研究科
協力：北海道東北臨床宗教師会、心の相談室
場所：エル・パーク仙台ギャラリーホール
　　　東北大学川内南キャンパス文系総合講義棟

プログラム
〈第１部〉　公開講演会
　「臨床宗教師に求められる力量とは
　　　養成と力量評価、要員認証のしくみを考える」
　　中原登世子 (株式会社クオリティヘルス研究所)
　　教育講演「臨床宗教師の倫理」 
　　　大村哲夫(東北大学大学院文学研究科助教)
　  海外報告「台湾との臨床宗教交流」
  　　 大下大圓(飛騨千光寺住職)
　 　  池内龍太郎(関東臨床宗教師会代表)
〈第２部〉　会員懇親会
〈第３部〉
　会話記録検討会
　シンポジウム「臨床宗教師と宗教者」
　　 森田敬史（長岡西病院ビハーラ僧）
　 　野々目月泉（沼口医院臨床宗教師）
　 　立野泰博（日本ルーテル大江教会牧師）
　特別講演「臨床宗教師と私～これまでとこれから」
　　 鈴木岩弓 (東北大学大学院文学研究科教授)
　　 レスポンダント：
　　　金田諦応（通大寺住職・カフェデモンク主宰）
　　　天野和公（みんなの寺副住職）
　　　島薗　進（上智大学グリーフケア研究所所長）
　会員総会

　エル・パーク仙台で
の公開講演会には、病
院の業務評価に携わっ
てこられ、早稲田大学
大学院で臨床死生学・
緩和医療学を学ばれて
いる中原登世子氏を講
師にお招きした。中原
先生は臨床宗教師の活動への期待を語られたが、同時に、医
療現場での活動に求められる基礎的知識の水準の高さも示さ
れた。チームケアに加わるということを考えるときに、「傾
聴」の技術さえ身に付けていればいいのか等、臨床宗教師に
は重い問いかけとなったに違いない。
　教育講演では大村哲夫氏が臨床宗教師の倫理について講義
した。倫理綱領や倫理規約（ガイドライン）については、こ
れまでにも臨床宗教師研修や、各地での研修会等で説明を受
けたと思われるが、これは何度でも念を入れて確認しなけれ
ばならないことなので、一言一句を大切にしていただきた
い。大下大圓氏と池内龍太郎氏は台湾の視察報告をされ、今

後の臨床宗教師の運動が
日本国内のみならず、海
外でも同時に浮上してい
る問題に応えるものであ
ることを示され、今後の
国際的連携の可能性を示
唆された。
　懇親会はアークホテルを会場に行われ、懐かしい顔との再
会もあり、各大学諸機関の臨床宗教師研修修了者相互の交流
の場となった。宮城県の地元の宗教者として、石巻市曹洞宗
洞源院の小野崎秀通住職（宮城県宗教法人連絡協議会会
長）、天理教多賀城分教会の齋藤軍記先生（同元会長）にご
挨拶をいただいた。

　二日目は会場を東北大学に移し、午前はグループに分かれ
10名の方々から提出された会話記録の検討会が行われた。
午後のシンポジウム
では、森田敬史氏、
野々目月泉氏、立野
泰博氏から、それぞ
れ病院、在宅ケア、
傾聴カフェにおける
実践の様子をご報告
いただき、臨床宗教
師の活動についての課題が検討された。
　鈴木岩弓東北大学教授によるミニ講演では東日本大震災の
体験とともに、実践宗教学寄附講座の今後について報告がな
され、金田諦応氏、天野和公氏、島薗進氏からのコメントと
花束贈呈によって和やかに締めくくられた。

　プログラムの最後に行われ
た会員総会では社団法人とな
った日本臨床宗教師会の運営
や、同会による臨床宗教師の
資格認定の準備状況について
報告がなされた。

(このページの写真：村上昭浩氏撮影)

日本臨床宗教師会第２回フォローアップ研修



実 践 宗 教 学 寄 附 講 座 ニ ュ ー ス レ タ ー

18
 Newsletter

北海道東北臨床宗教師会
 会長 金田諦應

  事務局長  川上直哉

１．「心の相談室」との統合
　 2017年2月26日（日）午前10時、仙台市内で北海道東北
臨床宗教師会は臨時総会を開催し「心の相談室」との統合
を決議し、それに伴い新しい規約と人事を承認しました。
　 2011年3月11日に発生した東日本大震災は多くの犠牲を
被災地に残しました。その悲嘆の中から、ひとつの運動が
生み出されました。諸宗教者が協働を開始し、医療者がそ
れを推し進め、宗教学者がそれを包みこんだのです。その
運動は「心の相談室」という団体を生み出しました。宮城
県宗教法人連絡協議会が発足させたこの団体は、2011年5
月、岡部健医師が室長となり、鈴木岩弓教授が事務局長と
なって、体制を再編成整しました。爾来、この運動の中か
ら「臨床宗教師」という言葉が生まれ、そして東北大学
「実践宗教学」寄附講座の主催する「臨床宗教師研修」が
始まり、北海道東北臨床宗教師会が生まれたのでした。
　 震災から6年の月日が流れました。被災の痛みは今も生々
しくうずきますが、「被災後の日常」が容赦なく展開して
行く。そうした中で、「心の相談室」の担ってきた事業を
北海道東北臨床宗教師会へ移管し、「心の相談室」を解散
して、刻々と変化する現場に対応する体制を立てようと、
話し合いが進められました。そして2016年10月17日の北海
道東北臨床宗教師会拡大運営委員会において統合準備委員
会が設置され、2017年2月に北海道東北臨床宗教師会総会
の全会一致をもって統合が完了した、という次第です。

２．統合の目指すもの
　統合準備委員会は、「心の相談室」と北海道東北臨床宗教
師会それぞれの責任者によって構成され、その会議は陪席者
を含めた闊達な議論によって進められました。その最初、委
員会は次のように手紙に記し、関係各位へ発信をいたしまし
た。「このことを契機として北海道東北臨床宗教師会は、臨
床宗教師の活動と存在が社会に定着するよう、社会の様々な
困難な問題に挑戦し、邁進いたします。また、北海道東北臨
床宗教師会は、既にこのような問題に取り組んでいる宗教者
の活動に学び・連携して公共空間における諸宗教者の協働を
一層支援・推進してまいります。」この思いは、統合を承認
した臨時総会においても確認されました。ここに統合の目指
すものが示されていると私たちは考えています。
３．新体制
　 2017年2月の臨時総会において決議された新体制は次の
ようなものとなりました。
　 まず、会長と副会長のもとに理事会と執行部がおかれま
す。理事会は意思決定機関となり、各県から選出される理
事によって構成されます。
　 執行部は事務局長・事務局次長・事務局会計担当によっ
て構成される事務局が担います。高橋悦堂統合準備委員を
委員長とした「人事委員会」が具体的な人事案を作成し、
統合準備委員会がそれを承認して総会に提出し、そして新
しい体制が発足、という段取りをもって、この新体制は発
足いたしました。
　 この新体制のもと、東北6県と北海道に広がる会員が互い
に知り合い連携するために、原則として毎月理事会を開催
し、スカイプなどでの陪席を求め、真剣で開かれた議論の
場が確保されました。その会議の会場は津波被災地である
曹洞宗昌林寺様とし、初心を忘れないように工夫をいたし
ました。その議論の中から、①「心の相談室」が担ってき
た事業（身元不明者の弔い、カフェ・デ・モンク、電話相
談）と、②北海道東北臨床宗教師会が担ってきた事業（研
修など）、そして③広報事業を、会の事業として定め、そ
れぞれを担う「事業委員会」を発足させて、北海道東北臨
床宗教師会の活動は再出発したのです。
４．活動
　 こうして再スタートした活動の中から、二つの成果をここ
にご紹介いたします。
　一つは、3月11日の催
事です。この日は私た
ちにとって大切な日で
す。「5年」の区切りと
なった2016年と比べ、
今年の「３・１１」は
とても静かでした。そ
うであればこそ、私た
ちが被災者と共に現場
にいさせて頂くことの
意味を感じました。会
としては、石巻市内の復興公営住宅集会場で、カフェとお弔
いを行いました。「終の棲家」にたどり着いた被災者の、そ
の胸の内に残る深いさみしさに心を寄せ、もう一度私たちの
初心を思い出したことでした。

各地の動き

各地の臨床宗教師会の動向

各地の動き
臨
床
宗教師会の活動報告
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　もう一つは、日本臨床宗教師会資格制度準備委員会からの意
見募集に応えることを目指して会議を行い、答申をまとめたこ
とです。日本臨床宗教師会事務局長と同会資格制度準備委員長
を交え、現場の熱量そのままの率直で深い議論が繰り広げられ
ました。事務局はその議論を整理し、日本臨床宗教師会資格制
度準備委員会へ答申を提示することができました。
５．事務局
　北海道東北臨床宗教師会事務局は、以上のような活動をさ
らに進展させつつ、今後は、①各地の臨床宗教活動に学び、
それを会員各位と共有し、接続して行くこと、②医療者との
連携の可能性を多角的に検討し、具体的に展開すること、③
研修会などを企画催行し、会員相互の研鑽の場を確保・提供
すること、の三つを目指し、挑戦してまいります。
６．活動予定
◎電話相談について
　今年度は公益財団法人「仏教伝道協会」から助成金を得て
活動を続けます。
相談日時　毎月第２、第４水曜日。午後３時から午後９時まで
◎葛ヶ岡霊園事務所での不明者お弔い　毎月１１日午後２時
半より
◎旭川での講演会情報
◎猪苗代での研修会情報
　臨床仏教師資格認定を受けた楠師が主催する講演会。
◎電話相談研修会情報
◎カフェデモンク開催予定
　5月16日（火）　石巻市新蛇田復興住宅集会所
　5月23日（火）　石巻市北上にっこりサンパーク集会所
　6月予定　　　　 石巻市湊復興住宅集会所、石巻市渡波西
復興住宅集会所、仙台市泉区三陸会（海岸から仙台に住居を
移した方々の会）
お知らせ
◎故岡部健先生の生涯を綴った映画の撮影が進行中です。6
月中に撮影を終え、編集作業を経て、来年の３月には公開の
運びになります。カンヌ国際映画祭に出展予定。

◎被災地で６年間活動を続けてきた傾聴移動「カフェデモン
ク」は、東北大学臨床宗教師研修修了生を中心に、全国12
カ所に展開しております。この度、皆様方からの助言もあ
り、商標登録を申請中です。

関東臨床宗教師会
■役員会
2016年10月3日、11月１日、12月28日、2017年３月31日
（＊今後は２ヶ月に1回開催）

■フォローアップ研修会
2016年11月18日（金）都内寺院（東京都港区三田）
講師：谷山洋三先生
参加者：正会員15名、準会員１名、オブザーバー５名

2017年4月14日（金）武蔵野大学
講師：小西達也先生
参加者：正会員16名、準会員３名、オブザーバー3名
2017年6月21（水）総会（予定）上智大学
日本臨床宗教師会会長の島薗進先生を講師にお迎し、上智大
学にて特別講演会（一般参加可）を開催いたします。

■カフェ活動
（関東カフェ・デ・
モンク＠上尾中央総
合病院）
4月5日
　 参加者：臨床宗教
師2名、ティーサービ
スボランティア１名
4月20日
　 参加者：臨床宗教
師3名、ティーサービ
スボランティア３名
■広報活動
関東臨床宗教師会に、一般の方から「ホームページがないが
大丈夫ですか？」という問い合わせを複数頂いたことからホ
ームページとフェイスブックページを開設しました。
[関東臨床宗教師会HP]　http://kanto-rin-syu.net/　
[関東臨床宗教師会Facebook] https://fb.com/kanto.rin.syu/
■災害支援
2016年12月30日（金）糸魚川大火災の被災地に赴き（池
内、井川）、災害対策本部に今後の活動の可能性について協
議してきました。（進行中）
　

中部臨床宗教師会
中部臨床宗教師会　第7回フォローアップ研修
（第4回アミターバ連続講座）
●2016年11月2日（水）16時00分 ～ 20時30分
■フォローアップ研修
会場：沼口医院（メディカルシエアハウス・アミターバ）
参加者：15名
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五辻文昭師(4期)、森田恭一郎師(4期)、野々目月泉師(5期)、
田中至道師(5期)、倉田恒雄師（7期）、中村直美師（8期）、
服部あずさ師(8期)、勝野秀敏師師（9期）、釡田隆介師（9
期）、桐山千里師（9期）、隠一哉師（9期）、京井幹男師
（関西）、西村沙羅（10期）、大下大圓先生、沼口諭先生
内容
会話記録検討会（会話記録提出者：服部師、中村師）
SV：大下大圓先生　
講義「私のいのち観を考える～死生観集計から～」
講師：大下大圓先生

中部臨床宗教師会　第8回フォローアップ研修
（第5回アミターバ連続講座）
●2016年12月7日（水）16時00分 ～ 20時30分
■フォローアップ研修
会場：沼口医院（メディカルシエアハウス・アミターバ）

参加者：12名
森田恭一郎師(4期)、野々目月泉師(5期)、田中至道師(5期)、
松本峰哲師（6期）、倉田恒雄師（7期）、坂野大徹師（7
期）、服部あずさ師(8期)、桐山千里師（9期）、隠一哉師
（9期）、西村沙羅師（10期）、大下大圓先生、沼口諭先生
内容
会話記録検討会（会話記録提出者：野々目師、田中師）
SV：大下大圓先生　
講義「多職種連携で死生観を通じたケアのあり方を考えてみ
よう～講義とグループワーク～」
講師：大下大圓先生

中部臨床宗教師会　第9回フォローアップ研修
（第6回アミターバ連続講座）
●2017年1月20日（金）16時00分 ～ 20時30分
■フォローアップ研修
会場：沼口医院（メディカルシエアハウス・アミターバ）
参加者：10名
五辻文昭師 ( 4期 )、
野々目月泉師(5期)、
田中至道師(5期)、服
部あずさ師(8期)、釡
田隆介師（9期）、隠
一哉師（9期）、巖后
顯範師（10期）、西村
沙羅師（10期）、大下
大圓先生、沼口諭先生
内容：会話記録検討会（会話記録提出者：西村師）
SV: 大下大圓先生　
講義「臨床瞑想法の理論と実習」
講師:大下大圓先生

医療法人徳養会 沼口医院　第3回偲ぶ会
●2017年3月22日（水）15時00分～17時00分
会場：メディカルシェアハウス・アミターバ
主催：医療法人徳養会沼口医院
共催：中部臨床宗教師会
【参加者】ご遺族：20家族、32名、臨床宗教師：7名、スピ
リチュアルケア師：1名、ボランティア：4名

中部臨床宗教師会　第2回　定例総会
●2017年3月29日（水）18時30分～20時10分
会　場：メディカルシェアハウス・アミターバ　
出席者：11名
沼口諭先生、五辻文昭師(4期)、森田恭一郎師(4期)、野々目
月泉師(5期)、田中至道師(5期)、松本峰哲師(6期)、　　　　
倉田恒雄師(7期)、勝野秀敏師(9期)、隠一哉師(9期)、巖后顯
範師(10期)、西村沙羅師(10期)

関西臨床宗教師会
■カフェ・デ・モンク関西
　 関西臨床宗教師会では、2015年10月から月1回のペース
で「カフェ・デ・モンク関西」（以下、モンク）を開催して
おります。
・開催実績
第13回2016年10月29日(土)、第14回11月16日（土）、第
15回12月17日（土）、第16回2017年1月21日(土)、第17回
2月11日(土)、第18回3月15日（土）、第19回4月29日(土)、
第20回5月27日(土)予定
・会場　救世軍鶴橋分隊会館礼拝堂（大阪市生野区鶴橋）
・参加者数　各回数人～10人程度
・宗教者　東北大学臨床宗教師研修修了者、牧師（救世軍）
・参加費 500円（茶菓代および行事保険料）
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　参加者は近所の方、遠方（他県）から毎回参加する人、あ
いりん地区から参加する人等で、大半が常連ですまた、とき
どき近所の高齢者施設からもお年寄り
に参加いただいております。今後の課
題は、新規の来訪者の開拓、臨床宗教
師研修修了者のさらなる参加およびモ
ンクの本来の姿である「移動傾聴喫
茶」の実現です。

■フォローアップ研修
昨年10月25日に法華宗陣門流心城院（京都市上京区北之辺
町394）にて実施しました。次回は、8月29日または30日に
大阪市内にて実施する予定です。

■関西臨床宗教師会の組織固め
関西臨床宗教師会におきましては、組織固めに向けて動きだ
しました。今後、東北大学のみならず龍谷大学や種智院大
学、高野山大学の研修修了生も会員として受け入れ、組織の
強化を図って行きます。また、会の運営組織の確立や規約の
策定についても準備を進め、8月29日と30日に総会およびフ
ォローアップ研修を実施する予定です。（清水 正彦）

中国地方臨床宗教師会
○2016年11月9日  例会  場所:普賢寺(光市)
○2017年1月26日  発足式準備会   場所:普賢寺(光市) 
○2017年3月15日  傾聴活動  
 場所:福祉施設「おうぎの里」（広島県東広島市志和町）
  デイサービスの利用者の傾聴。参加者5名。
  発足式準備会  場所:光源寺(東広島市)

○29年3月26日  中国地方臨床宗教師会 発足式 
　場所:普賢寺(光市)
　基調講演「臨床宗教師の可能性」谷山洋三先生
　講話「医療現場における宗教者の役割」
　伊東武久先生(徳山中央病院緩和ケア内科部長)
　パネルディスカッション

○3月27日  研修会
  場所:午前・普賢寺、午後・専明寺(下松市)
  儀礼、講義、会話記録検討会

九州臨床宗教師会
　熊本地震発生から、一年余りが経過いたしました。地震発
生より今日まで、多くの方々に熊本地震の被災者支援活動
に、ご支援とご協力を賜り、こころより感謝を申し上げる次
第でございます。
　九州臨床宗教師会では、被災者の支援活動を継続するとと
もに、震災前に会として実施しておりました活動も、徐々に
再開しております。
2016年
10月4日　避難所カフェ・デ・モンク
　場所：益城町総合体育館　14時～16時　
　臨床宗教師・サポーター８名　来店者約40名
10月15日　定例カフェ・デ・モンク
　場所：ルーテル大江教会　13時30分～16時
10月18日 避難所カフェ・デ・モンク
　場所：益城町総合　体育館　14時～16時　
　臨床宗教師・サポーター７名　来店者約40名
10月31日　仮設団地カフェ・デ・モンク
　場所：益城町木山仮設団地G集会所　14時～16時
　臨床宗教師・サポーター10名　来店者約４０名
11月6日　仮設団地カフェ・デ・モンク
　場所：宇城市当尾仮設団地集会所
11月14日　仮設団地カフェ・デ・モンク
　場所：益城町馬水仮設団地集会所・馬水東道仮設団地集会所
　臨床宗教師・サポーター11名　来店者約40名

■12月5日 熊本地震シンポジウム
　場所：熊本大学くすの木会館　14時～17時30分
テーマ「被災地における人々のケア～宗教者の役割とその連
携の可能性～」
基調講演：鈴木岩弓先生（東北大学教授）　
パネリスト：鈴木岩弓先生、稲場圭信先生（大阪大学教
授）、高橋隆雄先生（熊本大学名誉教授）、薄井秀夫氏（寺
院デザイン代表）
司会：石原明子先生（熊本大学准教授）
熊本地震支援報告：
小泉基（日本福音ルーテル健軍教会「できたしこルーテル」
牧師）
内古閑信暁（真宗大谷派「TEAM熊本」僧侶）
國友朋子（九州臨床宗教師会）
参加者　約130名
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12月6日　仮設団地カフェ・デ・モンク
　場所：益城町広崎仮設団地集会所　14時～16時　
　臨床宗教師・サポーター8名　来店者約20名
12月17日　定例カフェ・デ・モンク
　場所：ルーテル大江教会　13時30分～16時　
2017年
1月23日　仮設団地カフェ・デ・モンク
　場所： 益城町木山仮設団地G集会所　14時～16時
　臨床宗教師・サポーター9名　来店者約25名
1月28日　役員会　
　議題「年間活動計画について：他」
　場所： ルーテル大江教会　15時～17時　
2月3日～4日
フォローアップ研修
主催 九州臨床宗教師会
共催 東北大学実践宗教
学寄附講座
カフェ・デ・モンク
場所：益城町広崎仮設
団地集会所
日本ホスピス・在宅ケ
ア研究会全国大会参加
2月18日　定例カフェ・デ・モンク
　場所： ルーテル大江教会　13時30分～16時
3月6日　仮設団地カフェ・デ・モンク　
　場所： 益城町馬水仮設団地集会所　14時～16時
　臨床宗教師・サポーター8名　来店者　約20名　
4月15日　熊本地震一周年追悼式、カフェ・デ・モンク、炊
き出し
　 場所：阿蘇市ラピュタの道、阿蘇YMCAキャンプ場、宇
城市豊野公民館
　 スタッフ　 臨床宗教師、YMCA、福島県磐城じゃんがら
遊劇隊、久留米ちゃんぽん隊他
　参加者　仮設団地住居者・地域住民他　　約100名

（写真提供：稲場圭信氏）
　熊本の被災地では、復興にむけての活動が活発におこなわ
れておりますが、長期化は避けられず、避難者が、失意から
セルフネグレクトの状態になり、一人暮らしの方の場合、孤
独死につながることが懸念されております。既に、みなし仮
設で多くの 孤独死をされた方々がおられ、仮設団地でも発
生しております（原因は究明中）。
　 被災者支援活動につきましては、そのような問題も念頭
に、継続してカフェ・デ・モンクを開店する予定です。

実践宗教学寄附講座活動報告
《2017年度前期開講科目》
「グリーフケア論」（谷山）、「臨床死生学」（谷山）、「宗教と
心理療法」（高橋）、「喪失とともに生きる」（高橋・谷山）、
「実践宗教学試論」（オムニバス、木村・谷山・高橋）

《発表・講演》
10月5日 鈴木岩弓「現代宗教に見る臨床宗教の現場」寺院運営セミナーin
名古屋「臨床宗教と葬式仏教-新時代の布教のあり方を考えるｰ」
10月17-18日 谷山洋三「会話記録（スーパービジョン）」北海道東北臨床
宗教師会フォローアップ研修、茂庭荘（仙台市）
10月19日 谷山洋三「臨床宗教師の特徴、役割、資質」千葉大学病院在宅
医療インテンシブコース、千葉大学病院
10月26日 谷山洋三「宗教的ケア」「会話記録（スーパービジョン）」龍
谷大学大学院実践真宗学研究科
10月30日 谷山洋三「こころのお手入れ日スピリチュアルケア～臨床宗教
師の視点から～」かほく町民ひなカレッジ公開講座、どんがホール（山形
県河北町）
11月5日　 鈴木岩弓「 “死者の記憶”のメカニズム」神道国際学会研究発
表会
11月8日　 鈴木岩弓「『臨床宗教師』の誕生とその展開」中山身語正宗
責任役員会講演
11月10日 鈴木岩弓「臨床宗教師の誕生とこれから̶被災者支援から超
高齢多死社会へ̶」第85回全国公立病院連盟総会講演
11月12日 鈴木岩弓「臨床宗教師の誕生と展開̶被災者支援から超高齢
多死社会へ̶」江西佛学院特別講演（中国江西省）
11月12日 鈴木岩弓「現代日本の死生観の変化̶墓石分析を中心に̶」
宝積寺第28期講演会（中国江西省）
11月13日 鈴木岩弓「臨床宗教師の誕生と展開̶被災者支援から超高齢
多死社会へ̶」曹山佛学院特別講演会（中国江西省）
11月19日 高橋原「ケアの現場で求められる宗教性とは何か？」2016年
度㈶国際宗教研究所･東洋英和女学院大学死生学研究所共催シンポジウム
「生と死をめぐる地域・実践活動」（東洋英和女学院大学）
12月5日 鈴木岩弓「『宗教者』と『臨床宗教師』̶公共空間における宗
教の位置̶」熊本地震シンポジウム「被災地における人々のケア ～宗教
者の役割とその連携の可能性 」
12月25日 谷山洋三「地域医療における臨床宗教師との連携における未
来医療の可能性」第20回日本統合医療学会シンポジウム１５「地域医療
と統合医療̶多分野連携による未来医療の可能性」（東北大学医学部）
1月19日 谷山洋三「日本臨床宗教師会の誕生と役割」「臨床宗教師研修
で学んだ物語３（レスポンダント）」龍谷大学大学院実践真宗学研究科
新春シンポジウム
1月29日 鈴木岩弓「東北の被災地から超高齢多死社会へ̶死に向き合う
臨床宗教師̶」佛教大学総合研究所 共同研究「現代社会における宗教の
力」公開シンポジウム「死者儀礼の現代的地平へ」
2月4日 谷山洋三・奥井一幾・得丸定子「読経により悲嘆は緩和されるの
か？心理尺度と生化学指標による実証」第24回日本ホスピス・在宅ケア
研究会全国大会in久留米（久留米シティプラザ）
2月4日 遠山マリナ・谷山洋三・隠一哉・野々目月泉・田中至道・沼口諭
「臨床宗教師との連携によるグリーフケア～カフェデモンクでの『いのち
のケア』を通して～」第24回日本ホスピス・在宅ケア研究会全国大会in
久留米（久留米シティプラザ）
2月4日 田中至道・谷山洋三・隠一哉・野々目月泉・沼口諭「地域で『い
のちのケア』に取り組む臨床宗教師～カフェデモンクでの活動を通し
て～」第24回日本ホスピス・在宅ケア研究会全国大会 in 久留米（久留米
シティプラザ）
2月9日 谷山洋三「医療における臨床宗教師の可能性」東北大学病院医療
安全室、東北大学病院
2月11日 谷山洋三「日本的なスピリチュアルケアを目指して日臨床宗教
師の視点から」千葉スピリチュアルケア研究会、千葉市文化センター
2月15日 谷山洋三「看取りにおける臨床宗教師の役割」第107回地域ケ
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ア連携研修会・第34回熊本緩和ケアカンファレンス・国立病院機構熊
本南病院、ウイングまつばせ
2月21日 谷山洋三「こころとからだをリフレッシュする日～お坊さん
の方法～」気仙沼市保健福祉部健康増進課、市民健康管理センター
「すこやか」
2月27日 鈴木岩弓「臨床宗教師と私̶これまでとこれから̶」日本臨
床宗教師会第2回フォローアップ研修特別講演
3月2日 鈴木岩弓「震災被災地から垣間見る死後世界」神道国際学会公
開セミナー「日本人の死後の世界（異界）観」
3月4日 鈴木岩弓「被災者への心のケア」（提言：session 1 仏教と災
害）浄土真宗本願寺派 シンポジウム「『ご縁』仏教の可能性̶震災後
の日本と仏教̶」
3月4日 谷山洋三「死生観について」仙台いのちの電話相談員養成講座
42・43期
3月13日 鈴木岩弓「公共空間における『臨床宗教師』の立ち位置」日
本宗教連盟第５回宗教文化セミナー「宗教者が担う社会活動-宗教教誨
師・チャプレン・臨床宗教師の立場から-」
3月14-16日 谷山洋三「臨床宗教師の理念と倫理」「傾聴のグループワ
ーク」「スピリチュアルケアと宗教的ケア」「死別ケア」曹山宝積寺佛
学院（中国江西省）
3月18日 鈴木岩弓「学問救世̶宗教民俗学と臨床宗教師̶」東北大学
大学院文学研究科最終講義
3月25日 鈴木岩弓「現代社会の宗教者」 平成28年度鶴見大学先制医
療研究センター主催 臨床宗教師育成事業シンポジウム「生と死 今、問
われる宗教の役割」 
3月26日 谷山洋三「臨床宗教師の可能性」中国地方臨床宗教師会発足
式、臨済宗建仁寺派普賢寺
3月27日 谷山洋三「臨床宗教師の倫理日～葬儀をする？しない？～」
「会話記録検討」第1回中国地方臨床宗教師会フォローアップ研修、臨
済宗建仁寺派普賢寺
3月27日 谷山洋三「悲しみとともに生きる」第4回仏教公開講座、浄
土真宗本願寺派専明寺

《論文・寄稿》
鈴木岩弓「人物写真を飾る」『すいとく』第747号，竹駒神社， 
2016.10.1 、p. 1.  
鈴木岩弓「死者と生者の接点」『震災学』vol.9、東北学院大学、 
2016.11.10 、pp. 37-43. 
鈴木岩弓「『臨床宗教師』の誕生とその役割」『めぐみ』第137号、
中山身語正宗文化部、 2017.02.、pp. 14-17. 
鈴木岩弓「『宗教者』と『臨床宗教師』̶公共空間における宗教の位
置̶」『熊本地震シンポジウム講演録2016 東日本大震災から熊本地
震へのバトン』熊本大学拠点形成研究A「紛争解決学・合意形成学の拠
点形成」、2017.3.25、 pp. 118-128. 
鈴木岩弓「霊と肉と骨̶現代日本人の死者観念̶」智山勧学会編『葬
送儀礼と現代社会』青史出版、2017.3.30、pp.85-139. 
鈴木岩弓「メメント・モリ」『すいとく』第753号，竹駒神社、
2017.4.1、 p. 1. 
谷山洋三「日本臨床宗教師会の設立」『スピリチュアルケア』（臨床パ
ストラル教育研究センター）72・73合併号、2016.10、 pp. 11-13. 
谷山洋三「死の不安に悩める者に僧侶はどんなケアが望ましいか」『月
刊住職』2016年11月号、pp. 118-123. 
谷山洋三「末期患者に僧侶が向き合う際に必要なケアの技術と心」『月
刊住職』2016年12月号、pp. 118-123.  
高橋原「ケアの場に求められる宗教性とは何か？」『死生学年報
2017』東洋英和女学院大学死生学研究所、2017.3.、pp.  237-254. 

《新聞報道等》※詳細はHPをご覧ください
中外日報（2016年8月31日）東北自死・自殺相談センター設立
河北新報（2016年9月22日） 寺子屋カフェ　 孤立防ぐ　 一関の「臨
床宗教師」後藤さん　
岐阜新聞（2016年11月19日）臨床宗教師　心のケアは時代の要請

上毛新聞（2016年11月20日）臨床宗教師とは 傾聴通じ被災者をケア
中外日報（2016年11月25日） 関東臨床宗教師会　フォローアップ研
修初めて実施
毎日新聞（2017年12月7日）熊本地震：被災地での宗教者の役割とは　
熊本大でシンポ、120人が参加
仏教タイムス（2016年12月8・15日）中国曹山寶積寺の住持一行が来
日　鶴見大と總持寺訪問　「臨床宗教師」学ぶ
中外日報（2016年12月9日） 中国尼僧が總持寺と鶴見大訪問　 臨床
宗教師養成に関心
岐阜新聞（2016年12月16-18日）アミターバ　 臨床宗教師のいる家　
〈上〉〈中〉〈下〉
仏教タイムス（2017年1月1日） 臨床宗教師とは誰か？何か？　 シリ
ーズ(1)　平野博
上毛新聞（2017年1月4日）人の逝き方 宗教者はケアで貢献を
仏教タイムス（2017年1月12日）　臨床宗教師とは誰か？何か？　シ
リーズ(2)　糸山公照　熊本で活きた東北での経験
産経新聞（2017年1月14日）「臨床宗教師」悲しみを防災の力に　神
戸赤十字病院が養成研修に協力
北海道新聞（2017年1月19日）患者に伴走 臨床宗教師　 末期がん　
死の不安に寄り添う 旭川北見道内も活動広がる
仏教タイムス（2017年1月19日）　臨床宗教師とは誰か？何か？　シ
リーズ(3) 月江教昭　求む「いのちの会話」のプロ
産経新聞（2017年1月20日）臨床宗教師新たに7人 龍谷大院で修了式
【TV】TBS報道特集（2017年1月21日）がん患者に寄り添う新たな
試み
仏教タイムス（2017年1月26日）　臨床宗教師とは誰か？何か？　シ
リーズ(4) 金田諦晃 東北大病院緩和ケア病棟で活動中
中外日報（2017年2月2日） 宗教の力を探る　佛大総研シンポ　死者
儀礼テーマに論議　臨床宗教師のケアに質問集中
仏教タイムス（2017年2月2日）　はいにこぽんのいえ　臨床宗教師が
駐在するサ高住が大阪に完成
仏教タイムス（2017年2月2日）　臨床宗教師とは誰か？何か？　シリ
ーズ(5)　東北大病院緩和ケア病棟 丁寧な傾聴がケアの質高める　助言
得て病室に位牌持ち込む
河北新報（2017年2月3日）　 臨床宗教師に学ぼう　 東北大４月から
教養講座　大震災の経験、ケア従事者に
仏教タイムス（2017年2月16日）　臨床宗教師とは誰か？何か？　シ
リーズ(6) “鎧”なければできないのか　河原正典氏
【TV】（2017年2月28日、3月1日） TVHテレビ北海道 ゆうがたサ
テライト道新ニュース「そこが知りたい！臨床宗教師」
河北新報（2017年3月1日） 被災地の傾聴活動報告　 仙台でシンポ　
臨床宗教師課題議論
毎日新聞（2017年3月9日）そこが聞きたい　 震災と臨床宗教師　 み
とりこそ宗教者の意義　鈴木岩弓氏
仏教タイムス（2017年3月9日）　板橋区佛教会七回忌法要　臨床宗教
師が講演
【TV】（2017年3月16日） STV札幌テレビ どさんこワイド「臨床宗
教師とは」
中国新聞（2017年3月20日）　臨床宗教師会始動　医療・福祉・・・
苦悩に寄り添う　中国地方の僧侶７人
朝日新聞（2017年3月29日）臨床宗教師、北陸でも活動　大震災契機
に誕生　患者らの悩み聞き、寄り添う
読売新聞（2017年3月31日）しごと図鑑 臨床宗教師 池内龍太郎さん
朝日新聞（2017年4月15日）「ラピュタの道」を望み追悼　熊本地震
で一部崩落
中外日報（2017年4月26日） 臨床宗教師フォローアップ研修　ケアの
基本再確認



実 践 宗 教 学 寄 附 講 座 ニ ュ ー ス レ タ ー

24
 Newsletter

寄附者
東北大学文学研究科実践宗教学寄附講座は宗教界など各方面からの寄附金によって維持運営
されています。寄附者の方々をここに記し感謝申し上げます。
日 本 基 督 教 団 
南西ドイツ宣教会
(EMS: Evangelical Mission in Solidarity) 
宮城県宗教法人連絡協議会
全真言宗青年連盟 
日本ナザレン教団 
宗教法人みんなの寺
融通念佛宗音羽山観音寺
浄土真宗本願寺派真覚寺
真宗大谷派常念寺
天台真盛宗新光寺
天台真盛宗西念寺
融通念佛宗西方寺 
曹洞宗島田地蔵寺
真言宗智山派大聖寺
龍谷大学実践真宗学研究科教員有志
宗教法人孝道山本仏殿
宗教法人妙光寺
医療法人徳養会
宗教法人平間寺

日本宗教連盟 
真宗教団連合 
日蓮宗実相寺
日蓮宗妙興寺
清水寺
秩父神社
竹駒神社
神習教
念法眞教
日蓮宗立像寺
曹洞宗崇禅寺
聖観音宗浅草寺
日蓮宗法音寺
曹洞宗洞林寺
應典院秋田光彦
天台宗円満寺
明川寺
その他の方々

実践宗教学寄附講座
　主任教授 木村敏明　（兼任：宗教学教授）
　教授　　 高橋　原　
　准教授　 谷山洋三　（兼任：宗教学准教授）
　助教　　 大村哲夫　（兼任：宗教学助教）
　顧問　　 鈴木岩弓　（兼任：教養教育院 総長特命教授）

　980-8576
　宮城県仙台市青葉区川内27-1
　東北大学文学研究科内
　実践宗教学寄附講座
　022-795-3831(T/F)
   j-shukyo@g-mail.tohoku-university.jp
   http://www.sal.tohoku.ac.jp/p-religion/

編集後記
　3月18日に鈴木岩弓先生の最終講義と退職記念セレモニー
が行われました。「朝青龍は秀吉のような人たらし」とい
うのはかつての内館牧子さんの言葉ですが、内館さんを含
めこの日全国から数多くの教え子たちが馳せ参じたのを見
ると、鈴木先生も負けていないということが分かりまし
た。鈴木先生には引き続き寄附講座顧問として臨床宗教師
育成事業への協力者づくりの方面でご尽力いただきます。
　 3月23日、医師・僧侶として臨床宗教師に期待を寄せら
れ、日本臨床宗教師会顧問を務めらていれた田中雅博先生
がご遷化されま
した。ご冥福を
お祈り申し上げ
ます。　（た）

写真は今年3月15
日、曹山宝積寺佛
学院（中国江西
省）での谷山准教
授の指導風景。
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公益財団法人世界宗教者平和会議(WCRP)日本委員会 
立正佼成会一食平和基金
宗教法人中山身語正宗 
真如苑
公益財団法人 新日本宗教団体連合会
一般財団法人　ありがとうインターナショナル
日本キリスト教協議会エキュメニカル震災対策室 
財団法人東北ディアコニア
特定非営利活動法人神道国際学会
特定非営利活動法人世界開発協力機構

当講座は、全日本仏教会の「推薦団体」、日本宗教連盟の
「後援団体」として認定を受けています。
ご寄附のお申し込みにつきましては下記までお問い合わ
せください。なお、寄附金には法人税法・所得税法によ
る税制上の優遇措置があります。
　東北大学文学研究科内実践宗教学寄附講座
　　TEL: 022-795-3831(FAX兼)
　　E-mail: j-shukyo@g-mail.tohoku-university.jp

各地臨床宗教師会連絡先
北海道東北  ht.rinshushikai@gmail.com
　　   関東  kanto.rinsyo.syukyoshi@gmail.com
　　   中部  tanaka.amitabha@gmail.com
　　   関西  kansai_rinshoshukyoshikai@yahoo.co.jp
   中国地方  ch5rinshu@yahoo.co.jp
　　   九州  k.rinsyu@gmail.com 
日本臨床宗教師会事務局
             　sicj@g-mail.tohoku-university.jp
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